
1 A 1 20 fv1eV制動動射仁川 U，t)長一走、勿生J}X!IIJチ京

わヒ久1i -凶 占5色P加藤重U's升村広 p ・荷最長i主体・家主i手

目的 20MeV制動経)前@照的 1: t ， r告また tれJえ波及£勾濯す自、主主式全 j: え]1 • J全釘 4

1j 'iぃ，血づ技ALJ3・8 すよ紡1主成f{J扶謹もぷ;桁{ヒ小村 1: ;~ dJ 1" 3 ~、..k点均 1- 7 -t ; 

~ T: "， i}-kif丈，" I~ (1， t)五/二今主五0¥"lO}.怠 ιぶ勾， ~た rk. ( )司佐J 日 it券，1)卜/会 jの(1，孔)次

品。主坂官U庁、 k lt荻(.:釘 l f: • す寄阿仁 z " ) 2 ~ 1$0勾ノ0荻ま勾 I"金色、五 u- i:lヰヰ身、長刀Mi*'

片，LJNAC t. 待~ .1¥. .1 20 MeV" み~狗移射 1: よ ， L K約11:- L， (6， rH.t: ，-1. L' ~すよ軒は技師.tt

lf t j副え 1"t i副司令 (f，r) ;k t，~ 状If も J1- i、レ， '1 - '/、ァ|九岳、弓止長考 3~内向 ík.. 1 ~.岬

1: 

さ布がr' ~~.射: ， zl4~ ~ 20 Hd ~ )øl ・ J 4- k 主的~喝事れ，~主主 t I - ゲ"7 1-也し， 主れそれ.~~ jOO怖J

~ 1 ，~ :ニウム坊 h 乞 4 ・ a、説、、 IJJ l:J jt 4-~'"句石Jf.. if 1:封入 l t: .~_~_射， 1 LJNAC 1" 1-身ヲれ』

20 MeV rt 争ピ~ L， (手 fJ4-0fA) 1 n :lシハ - 1 - l' よ');制動拍射 1: 支Jlf:、¥， コンパー~ 1 -i1 

i矢 1:単語 t五t花粉 t'{此苦れ iJf-r 16Jヮ・っ点射 l先，Jf.夕、身11:f十1: 介 11 3 T線量1"1.M礼t毛L

J -'L 1 、1'1]"' Sう恥U，孔)"4-M礼の主b¥重傷、う求町内， 1・4-x 10 '工/刊九 tl寺1:• 照射 ・G-eometrlの正

装 l' よヲ t 告 t~ 宇中のうけ 3 r 総量カ主主す0 す~ T¥ と決桁，: 1I A".y白t;会討しげ7Au(o. n/'~仏 γ

主 L" i〆7旬以勾放射能 ti.皮 i ~t 教 l t .~ま量 t ;J之、内r:.照射 i実勾苅彩t，l r 朱 1 へ。 7 トル~ ~生均

支11:， t ro x3"N!U (Tt) ~ ，) '̂ 9 ，レヒ 4-00 手ャンキ yレ i皮あ~Pr主主 l' t ， 1尚之 L， r.!{j<，のエネ』レ

苛- tキ良矧 t þ、ら戎，~#:i主1 .4を t~\ Y-， (L?t.)及£内初枝 t主句主iX..h¥' :lf!若 1- (~， p>是，(.it渇

-rl:. 1 8~ 8朱1:校主、 líち宮、、時々 l ユ I~ P -r・ソ 1， ·、 4 勾 ~t I宇~説 t 汀 q p た.

反/;"・ ~Z来: ~.:肘{主勾 J 主的 1: f身d品作 I点 λ¥'7 トゆから河手+t-l童崎 rJ:ネ今北佐，，'-J ， 
ゐょを$t欽キ L 阜、川 1照射外 J9行令 Il1: *.l. L， ~刻走今 G-eo.，.etYl' 7 ，)λ 1 JレII:J討命令初宰，

r ，~京. /争点宰， 再・よ tYI~勾車i 1-長キ~ 0' うF長支占えもが司反応 dえキ(，....}..へ r-1) i j. i、I-(，・

収キ乙 t-i ヴト jLo全句身、吾参き ι 内 l勾it-!.7・0 ヴト 1 "t 1 ，8 ふ l たヒう~ .，!~ t 1 i島t-_• 

比較列 ~t.. .J:t t"は 4えキ，~ /0
4
_ 10' 勾す -r -，" (~，礼)瓦必勾本勾と 1;;1 ~t iえ1-IJ ~〆， zの

ほれ L そ k 戒すし Z""rof;-~~主，- "月 10
3 • 乍人 Zの久き"rt: '" IA ) -口ン?寺尾t勾手ji事L :;1 

若1: 主可 1 ，~f..果 T ムヲ τ (Ï，'Il)/(J，~) <10-
3 

t'i J l. b' i... ~ ~れ Z 勾久 1 、. 1J71!..， 

186W， 191Hd " 1， (f， t> ~ j;_，令状キ， 1 主0:-ll<本 ρ、~ jJH奇3れ l 与') 1;1 Z ~ 3 mあ tネ、同 4恥

正〆 2 このよ j t;. z 勺久 3 、え先 γ ， 1 主主年 i由主今-!~者 b\" l ~ヰ J t: 6j t 君主 5.k し

'(; .l~ μ ， Z 1本 ， Wei...stDd: ~ (府J，.)q pんかr.t•ル~ A~ キ包 z " • 1司j土 k 長、， I喰勾勺 -t主主ホ L t: ， 

tT， f"') lJ..t?司 dLJ年，1 6'N‘(T れ)~8Co 1'， ?い'1 ，t 1， 2〆10"/-叩ι.γι キ"1られ， (r. rJ !J.品。以キ

の 10匹以下 t ムヲト.

r 依 1'- げ，礼)，えふの均冷"比 ~'t (r. p> 瓦ふ f~ ぉ技法令t..託金 1三 f怠 u 〆， ""3， S;'， C... tI ピ

吟民絞約 ~L いえイ字、例主之射 J t. /;'祈 h ，r t・L3 (6，~) fz兵，判 ItJが有初 γ めよ.
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1 A 2 zo門司事tl動対前ド n本控λ奈の (o，oC.)ぷノふの主利宣:

挙Yヒ 久 ぽ 1革)婦長抑j争世吋 0野村紘一，本と i手

目的:主?棋の I う ~~ZOM e.V ~'I勧格知 1: ~ ~緒元支の男知て d: 、生じ 3 土 2えた 11 (い)Hs.ぴ

(1， p) s広・てあって 放針Aヒタ材1~ t.これら核反必ゐ政官核揮も釘 ItJ.~・ 5 ヵが羽生'1 i'.志 d1J"‘ 

20 MeV ;)'亡の工牢ル γ ー絹域ピ I~ 牝 I~ (0， IA)反l.t， i走t{.1比較的経ぃ 7仁J，(‘ iよか U ヅキj_五百

堂 ttJ.' J. ):考えら此.~. A也才 (γ，川ぷ j~ 由主民受ド i到す 3 私，缶、l:， 合間吋γ15 (Jq s4-，'i) d} 23門収

納勧乗る釘 1': .1: â 数梓のえ乗の ，eJ!射、香寺~などをみ â ~ r.針、できる〆、 1長続的吋交 It少な〈、

('1/， "')ヤ (1，p)反応‘め玄政支 k の比較邑殺害::j'1.践しl。

本長干資1."l~ 、 v ふ， ßy 必よ〆 M. it. J -ア、ツト元案'(.(. 'C i.ま1'"、 これら主l'J;ド辛子カ局安ガf

の 20トleVLl NAC 7....件らlIL~診|動務者t 1.." 1吟問つ・ 7照射 l， (1， j.，)ぷ広、で主 l:、3放射性炭o'n議娃

主ターゲ、アトえまから Aに手小融し(， t交"2-終1 イ 7 トロメト?ーで主介主主主、めゑ主収宇

主1-必 t1-τ。

試料.t !!.‘員ず:荒 C止(それぞれ企.，~ LiBr，台ょが門。03t試料.r_[..、 ぞれ f れの約 IbC 吋色JiJ Iを 4~"""，

のが奨菅 1:封ー入 L て 1' ァーットr_l.， J" 'f・'γ トヰル 7・¥の Tt.:1 ，，;，' -'j -泊二伎に長岩 L

1. ~主計 t f，.空主貯は 20Me'V: 'lt予ピ 4 ム〈矛'J~ 4DfL;1) J 'l J換 L， f，，_ 制動稀 #~r z'ぞれど、 Jl1吟矧 ff 

tiフド. ';1全性愛 t主門札臼~ lX' Aは!et毛『・ j .. 'r. t，. t. (す孔)l}..メtfの苅匂ノ技維のす、以豆 r-よ Y て

い量f買がめ 1士官官 l1)-qx 10~')拘e件以(." jj " r~ ， 授賞械の訊粁 I~ 担』ネリロえて ( '0，. IA)及本民

官接持主 Aじ手タすlu， .'{tIJす滞えイ 7 い ν 主仰け"Na.工(1'υk400.fy ;事Jし波高/，Q-tfT s.雲 1: よタ

て正め‘ ，J'1張。ェキ"・ t".. 1; ょが干減到のがオ昔、~ ，5í，:~nゑ搾主主延長め よ~:.以室主ょが'J.i..

え;ftSF主:1，'め f-::.• 

f~t :私生まや格1.'，生成菅 17J.が J.. 7・‘ツ}から勾J;;隊法主-t主求手レ氏。実，牧草le.l!lゆど

1;):、 l'O， IA)ぷ広の炊手 1;J:(t)砂川崎，-..):ι ぺて Jdo~j4080Z あリ t 極ま~，与 v 大ヒ 1j， ~ t. i氏〈

1i ")て主Rz' J 3 :1:1. i 1: 1 i 3. 'i y.， (百 ρ反必の収幸 Ftt.ぺれ lt-JtJpvlGozbB.&(τりも

のlhL;$ll: 9，'1-IOJYte~企げ最もあ< tわれ f:. -'k1般11川亡什市(同郁付いは附(

[附判 ~ ~放賞釣す』比ι 1J-ト折 iド~À本L 反五;t， の 主威 1叫I扮j事芸i.1υi ~古終1J定t t、lはI以 '叶3リdが寸{'唱$cの 0，1仰4μ0/'1，ルι'e.V凶宮什t綿泉島 E μ 

tは3もd1 O，O/，俗H均先江 幼 ~. J銀泉 lはs、 ぞ れぞぞ、れ γ よ I 1ぴ正 tふ比の 3蕊丈耳射才4叱ι4少トけ主舛宇 K 初 rlJ刊2 れよ ? . よ 'l t" iえ
'C' (iL O() .五 y之、 d1 Kr j，，''t:叩存度 1:1.手五Jt.る由、も号号、サ;必~ 1'09煩1:現ti.J安討す t ぁ~ . 
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20 McV $'j動、福井IHHoバ)})_;;::，、 0)生成主

4fM支j主 J}包J技法 理1J支u，l--t主 主 A .:萱 J-ゲ'i川、うのあ年時

Hn; 判V闘い
2V(q叩再)25c(TK3.44)C.1bUHd(led)2.0川0・3 2.わ )0

3 q F A主主主
主仏 (3C.~) ~~(o( qqmi~) O.C6'8 (91) 7.2ぺ(j3 q.7'103 Cu. tHN031~.~益軒 Ctf:.1JD護

締，DdtJ{.λ1 x，& (は)-H正義.11f.会
A九三女:.PI:，身離.←トゆP.j7ト)~

τ-co 主;危~Uヲ妻~，ω ltlè~IJÆ..

2BT(41崎 ) JJA;i( 3Hr) (.24-6 US) 2.0x /0-4 4.3川02 LiBr主洛間.AlA[t祖時未加，
ふcb('A$j，還jLL，;~IJ史.

2トlo(15.ii6) r~ z，r( ~;d) c.314 (100) 1.0浪 1(' 4-.0 • 10
3 

MoCaH15D4に椀!zl跡紘

*" q，Lj.x ，0' rb"drεyい.1~rM p'~，J:よみ伎のほ

4 

NH.Jf/ t'll-cr.臥:!bI1，制世'-Hf/:書
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1 A 3 兆核反FLitよるタングステン中のモ 1)J・

東北え王室 同対良 1J/1接宮 aR 0膏長室勤、

旦a6; ，寄与組主l 加速~(LJNA仁)付与 5 れる之o MeV市IJ動韓射 1- ょっ L 9ンゲ'ユテハ毛り 7"デ'

ンあtι u'L-ニウム主放射 Jピ L) 住どる兆核及品目縫普賢巳生成主 h 閉する基 z宣車吏討の後にノ

と札らの賊旬絞殺を;tljlfI L '-r線ス γ ワトロメトリー l::よる qシグ'ステシ中のモリ J"テu シ

およ五U 予シゲス子 u 中 ρ レ二ウ《町足音 l之応、明[._)主的方法主 J監すし色.

念式料ヒ照射;克核反見‘由 t~楚夜討に It w(室，i粉友jノ W03 I 門。(壷 J革新刃 ) 1'1， 03 I J(.巴(愛属粉ま)

在ど'主L用 Ll ， ;r号伐の止全対 t::. It_非主丸町 3良会上仁の w-H，耳、 ι か w-~< ~良企まぜJ科毛閉しl 色。

試埼ヰ町『定量Gf.I/何 '"ff}壬肉 4を千畑町る主管 I二封入し'- 9ーゲ v トヒし，日亭 1草寺方荷量叶の

LIνACで 4与も水る 20He V.制動轄針 l: よ 1)放射イtL E. (紙 I't I王町?ズ/山叫ιメ，，;1-';T， ;:; . 

担針a幸簡は w-I1.;石 3良イ言き式:料でほ 15分間ヒ L 九芹γ， とJし吋 4ト，，" r~. 金工 l 時間作在つ在.

t紙ス γ つト/レ m 則定 l主3
VOx 3 '1 N().I (Tj_) t 千OD チャンネル 2Jtあ会主什廷によラ L *子主¥l λ 

ぺワト lレに示~>k.九克をピー 9 ".，エネ ILギ、- t言十数牟の減ゑ E 可、主義包まき手主主待たし，定

量にi車すろ SN比の a昔まな :1り左手Eイキモタヰ什dtiJえなどをだめた.

(y， f)そ (0，00Iえた， cn !t伐を主主安計す毛{こ 1'1; 'J ーゲ勺トが~ ~イと'誉会総も併用した.

苦~包核1をヒ生虫虫垂;む Meγ 車，)お耗A寸由 ~Æ 射 1句起る主li. t.o.: 1'). (主叫および~'O' ， rJ反応であるが‘)

同時lこ(r，O() I Cr， 2η)， (" r'h_)，反応も怠り~~る . Ijシゲ J.T > ，モリアヂレ~'r. !J." J.，ニう 43 

元事 1-:. フ¥) 7....と 11--5の反応''l生武量宅不めるため 3者宅単砲に k税 軽 射 L)恥>'-x:j XZ【 Hα"

-H下奈のrtイオシ左手長崎 1-::.よりそれぞ'*-(r，礼)J (t， 2叫，(r， r)， (仁Fn)1;>よ五"(l'.d)7ヲク乙ヨン

に分虫色 l .r称スイワト J/...主ポめた. をのが泉主ー宇語表ました.

タンゲ‘ Zテンが告怯 m"W'(T!{=:ι0"，ム)目立221He."Vの t紙五、 ι1.<"Il'T"， (1~山j 町 O，/?S門eV 向『統的 Z 吃

ピーワ sγ踊l.(-:.現われる;6¥"'，とれ 4のi民主的 4まには 16/W-， /3S W ， 町 7KJ jP27k在ピ‘ぶ 5の弱

い Y線小ドヰ室占有さ止る#~農に屯，; . モ 1) 7"ヂシ ψ よIl;.1>門， (r， 札)~IH. 五1 よぴ 11110(J"， pJ91N占か・義

主 野 若 ず 町 。 町 グ消滅tえf-t点る U は村川の 0，('S IY..V の (1tr，毛利用 L1.壬 1) 7' 子、〉在中愛均 I t
宮古‘きる。 レニウ与で 1');lr，叫及応 l主主り出品名1 よ1:("184 Rc宅住 Uる活l胸後者がら町貯04He V-

ρt 絞めえ電ピーりを向果的 1-利用でき石.

主主i主;ろ壱灰分の予シゲステシ毛 f1.血末成度町内初モユヲ -~L ，-，毛，) J・e ヂシ1;>.t u." 

レニウ 4 毛升J主主克 r定雪する方法ヒ L た w-H.茶t良念試本ヰ (1'1，， 0.2 -0，03 '/，)主 It;合間庶射 L

l' &，~より "M。のり 11 N~ 'T お ι (，_"肘 T" の 0， I竹内乙?の(tr，田充電ピーつの否筏吉こ十数守をだめ

'L AL 'c仇町￥詰込先Hも伎ヲ"""L~~ ~ォ#. 1 a寺町 fiI.Ie. L-) 札=Crm(刊行。，0，51/H.yイ p"'C巾 T..)O，IH M，V) 

毛算出 Lた。 I?A，'(_混合重量上tぬ.'(_同開侮主ポめたヒと吾困 l町 tj り町良、z 直縁切 1r，を

4署た. モり)"ヂン n 定量 1-:.'? /'(h 抑止bb~ M<.V 志向、1 ホ lピー;占活誌な付毛 ;~IJ 定す芸場合ヒ土t ぐ 1

威度 I~ 4色、、話、 lt の($~ 1生成核.t.t(J) *'3誓主愛汁な ¥.1，
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安さえま手町分析 l亡事ヲL. 1;1: ~E.針並1A" 10 ~Ij ~町書作も同一 1三 L ""( RA.もがあれ IfRw主わること

が“ ず主主. 定警下 F長 It守Iトィ。 毛イ主主 1;1:"&g '5!'J-， 刊)Vhで'1，MJ:/.0 f':f 7." 車る. づきい!と胃ーた奈 sr.む

令試;斗 (R_e.，2.'7-0、01b 10)主 IJJ!i r.lJ担itt，RA.=仁川("1f(，と ，O.?04He~イf "，-('8JT" ， 0片付teV) l'_ゐ(~%)

le ...閉イ主宰求、め困 2Iこ示 L長か¥ 両者 IttをU 比 19'/1司Æ，~ t 屯ゥずと.

レニウ A 加定雪下 ß~ 1: $9 Jo n 'L をリ， 主著 I主非 J主主主で行 i<hホ吾.
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凶1.1ング λ 子 ンー毛') 7・・子"ン奈".， R，.，.ν5 にん 回2，ヲン'J'・ 1子 y-~こう内奈町巨宵" Itd. 

ヲンゲス 7ジ J モリ 7・・デシ古，.1:也、.レニウ内町定核反応時"，B..:Iをと生荷量司

元奈 五核夜I込 乾電絃，ff_ ギ:高1q Hi工ネ/~干L !!N ラ号4持2 偽善
(MeすJ ( CP"'h9) 

JM...W S，O"""， O.12~ 1，04 X /04 内 1~ ，f)W，山w 専の住炭を偶者も le，'il (r，2九)"'fWi ~j'~"北内i

'''T .. 千F叫h 0.115 Al3 b，r;'1x /6主 Yぬ=1.川δ~~ トイ也 j::. 111九〈工0.1..)吊.，.1吋 (II'An肘ん

t *患をヰ支出7."をす"(( cl，_j 

M。 (l'， 'ft.) "M。 I!;. r; ... ふ. 拘".，. H. (66/k)是p."マヲ円。cr;?ι)<>注ぬ主碍た

Ct， p) 97 Nb 7t叫 。‘665 I i，dU/OS kr!" ';~I{. (?o~ρ ，官叫()!;~) &."，，'・引制 Nb (6S.) 主持言~

(y， CI，_) 時 l， 8'Soし 。、3'11 I 7.trx/O' Y.ù4功~J";'~" ， {' Cr，k)， (r.p!杭ヒ比 L(i!!; i! ，，" "1 >.i 

iR巴 (r， n) 四K_. 10)"，. I 0.13'11'也 |i2.3rxI。4 内
/討R..(r， 21<.) ，" R 毛主 y 

"4 Re 3 I '''"Re(r，21l)''K. 胤 j
3'8 rJ... I o.守04ィ'!l I SSlx / 

lr， r) 9I )) ~主.1t '1:弁ちま射性

-斗0-， d.. ) E続...*生 t!!， ず主 γ

援 7.1K/d"予仏ゐず I/..r. ~~ R才L 1::..茸~ ， 3yJ正3々!I.工lT.e)1& ~ JS'事叫7.":1'1 l主‘
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l丈乏したのち J 試ま4意 表 。 飾

上八縁状 1-;:.着実した。たお'電久

三木動 lて零した時間|本 30"'-'qo分ノ
力D電疋 I;}:3 00 V ..-v (000了《問

元素

?γ 

Mよ

S柑l

jC;宅:l之存在
す3核ヰ主

J'tl'pγ 

l干6Nよ
i特 Nよ
150Nよ

152S川

15tS>>'l 

存在比 湖オイじ断時

.;;。 bιγn 

100 10土3

iマ.18 し官主0.6

5.72. 3，7i.1.2. 
5.60 3.0土1.5

26.80 l牛Oヱ斗0

22.8g -5".5土/.1

〔生礼t正r日)忌i投L、ヰで主半:}主期 KUR〔}喜rn
之
‘ヨ)(.'、

止、来る 号
c;，，_/~ I弘

t制 P.. It2ft 5'.6正lOl

I'+'7
Nよ ll.3d. 

-5 
ι斗)(/0

l刊Nd. 2.0~ 
-'2. 

3.4.)( 10 
ISIN~ 15 in 8.5klOZ 

1 53_)刈 '[-17.1 ~ 3.0x 10 
ISSSm 235m 5.5)( IO' 

て“あった。通電後/乃砂主最減、させ/X線フィ|レム主的けてオートラジ;t/]"ラム tヒクノ

をめ史イぱ在製更しなかんさ錫弛抜毛主η存夜可ゑ位置きミをたした。また法剤投殺後の存

在!之、暗ち絡の奇分き切り事VJ *.17)湖す従葱肢剥史した。 ‘ 

試料の湖i自E般の刻定叱 τ、後t:::. ..-，けて I~; R c L -S / 2. 4--'(ンネ lν手掛高分析

路{結晶:3Q -3" N~工 (T)) } 掛 けてれT門戸、投につけてはぺ一門被ι左
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市りていなった。訣料中 I::..，f-;.tえする松

一一一 是の同史l立、ゲぬ長ス八，07トIV折よ-z;'q--
U .，，<).;，心情引哩;[，i 1 門計吹を左前川てち乙-tr-った。事たる刻

均三r:; .~ li '~~...."-'- -'-'.-:-~~. | え時間 1:C有問糊執り綾よリ土豪紬前長

長ゑム1 主 義官 」 之作成レ 1検事体の汝射白匂島長と訪叶の

pH: 1. 50 それとさ比較|之ノま制(Nd..)すの不純

杭;.. ::;，-，祝 町民 I ;t勿(SlII) Tr )町史号在おになマた。

S な去 二~::Jt.了目 立込 l 結果釘よぴジ老蒸: 希L 類Z75中l二会

l Sm 轟主主 ..•. ~.;器 Æ i..:_:~;-:. l まれる希ム類元素内備を不制加え雪は

pH: 1. 70 困難な件事どあるがI N仰のS刊ノ科さ史

図1.A，-pH 代釘ける喪射副市;~(勃孜、低 差す忍ことは J 放射北介社三宅左用、 1ると

41勃~イキ: 金制ヒ脊L~.絞 ETTA 3xlo1M/λ 比較的本事どtあるこヒグ，衣lょリ判明

加を丘 町 oγ1300') 寸ゑ。すかのち J 乏の提出ヒ(之はノ Nよ
汗く動時間 30分

I ~中 I~ つけてノ 10-'1 9-の争j令["，を才ι
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~ 重

lli:::二玄

回正

州色主) 5 

1.2. 

1.3 

1.斗

1.6 

10 IS 20 25 L1判

z-ZE玄 墨 ι豆二二コ

a s量量日三S 一一一一一J
1. 71 n 2る蓋互 1h事

1.81 4S 2135 量量曾

1.91 豆 三二h

2.01 221泊 一一一一一一三二二コ

2.L '‘" 叫V

図 2.穂 t の pHI工作lする Srn円九割夜、態

7企勧条件; 錨イヒ制 印 TA 5)(10'門/立
加智正乙 500γγ30仁川

;~動時間 90分
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Lま接#.0)ベ回|之 l場1撃しト ζ ヒグわが勺?と。れ乙0)Lま模本軍lまJ 閥均ヰ勾特+1.(_" 
も拡、パヒがわがった。す怠わち，非汝射性試料左 1考対;1'<.軌主てとためち )i与約左中4生手反

射 l 之七や l事少，域科I~ しま撲保とかっ之\1るこじず可同 L 1己。ニ ηLま4美4柔ηj摘は，

イ才ン内荷宅宣教が‘要riJ';るが J または，イオ γm大 ぎ な が 実7坊がのど守ちらかれよ万'e_p) z" 

惨なりがと磨、わ才じる tl' • 目下不鴫ずあ為。
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1 A 6 ~、主息子炉 l二日子皐体 Si 中の不統:閉め放射t分ヂ「

言く民エ久J軍L苅 0万里 輝男 .fu紘和夫九ム芳明

目的) 宇 4主体用予リコシ中の不投物 l立、半導体の電気特位 lこ久きな彩牢i(:+.(，~ヒ

ゑわれて川る. t-小し不純物の量が;Jr キに微量て‘あるのぐ，...般の分ポ↑方ゑによリ枝~
すること iJ 困難であゐ。そニて"~j_射イ'tAJ'ポ↑に Z る介祈才;!.が・穿 L られ.すでにりえつゲの
幸及~ ~， β さホて U ゐ。 京六はすでに失用的 β分析方 J五五感1Lするために¥I <.つゲの検討を

あ二なヲてもたが-の実敢にあけて Il. 小笠z息子炉 E用いて.うイ 7・7イムのク広

リ裏勺たいく勺ゲの;..1)コシの介析を試d た。中位チ['l[射五(..f-):号令に符ろれる放射位核

桂の干戒期によ i)、投tt.え，素を次の Z う広ユつのグ 11-- - 7'にイかげてあ、ニなヲた。

(!) NL 門n'Zn'h，

(2) (ι-凡 Sb. As . q.1J.. . Au.' No.' K. G:I. 

失験方法) ~.~.射 1 ;1: ;，リコン約 1~ モポリ工テj，. >の袋に封入t."'{ .標準試料と-*1:' 

TRICrA-JL主ノ恵子?の守沢美歌3し〔艶守 J住予見l 2.2え /0'γrnn.'.μ4 ・Jt守位イト黒 川正 IO''i
附 .μt)で(1)の 7"1レ-1・Il5符l創 (2)のグ/レ-7'rJ./ 日5時向で 3日間后こ広ヲえ。

照射~;..;. 1/ J ン主 HF-HNO.3 .(表面主先王手し、 HF -HIVO) ( I ; I )の 3見直訟に落解 L主。

これにふ丸素のキ'1'11ヤ-1!加え薬梧乾固しさろ 1:，Ai青島虫色月日 Lて悪事5乾固をえリゲえし

て. ~F 号先会 l手除去.\.. T:.。、次 l二:;， JK. E o.3-N塩敵l二本角干し. 下回の Z うは分離方ゑ IニLたが

っi1:与えJ素E分離した a 放射自E丹 f則え 1;> 2 iL n"ス7ロー力ウユ 7ーに J ヲ王。

又 τI~ 十手マニヰ/レ・ y -λぺ7卜ロ戸 - 'iーに Z る現1)え t試み王。

実五世結呆) ライ 7.タイムの曇フ正予リコンモ畳んで、~ 1 7・7イムヒ介事↑佐と

の肉イ子、色み支が‘夫教施呆争、ろ明ろががように!:Jヲ玉')した l刻係 fJ~lI::.め円れがゲフた・
ただ/般的 1:"¥1 フてう'17・ヂイム勾小さ、 It のほど争萱の不純仰が枝ゑ古ホ R・

それら iJt1...・ Z帆'(M.・等のえJ素イあ勺た。

(1)のプ IL-一7'吟移、 f-J広下分析結果 (nT)

不紋物
干支柱 千f声明

試柄(う 17・7イム メ4ιι)

も素 1+ '̂ so 二乙吉 ~ 守G 'κ ャ'1f rnN/~ 

Ni. 日 Ni 2.bfL く ~O .2tτ1) ，!-O く.30

Hll 民同 2，lft. 民，，~ Nt"D O..Jf くり.C3

るL .~.も S2相・昨t rlOO 30 くIC

Lh..... 11色"'In S4m. く0，01 く，6.0I ニム 〈、。主i
M 
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1 A 7 くn，-p)友友、に占る苫'51.町調被

凍五干 歩瓦京 11~ ;欠

事Sし の当乙鼠 1主主とは羽S<. くす~> 1') "~i ) 国 Siくd，p) 副S~ ， "4 S ( 守~， cx ) "S~ ， 剖 P くマL3F13SSL， 

宅町 j也ボ意えら)/(_るボー トしーサーも t"~して枝問する場令 '0 ，a II民系るだけ比主主射能が高

人 また苛の調製z去 k しては最も筒草であ五こヒカく零点され五 a 3'sLの注成、にあ‘いてく '71..，

r-)) ("ι) P )又たで J;j.タークボザト ι してケイ圭または礎的 J/Aト物主成田するために比斌

射能 I;t.与然給久 五 fょター少 y ト 的 処 理 k 施主力〈問題 k 念品。特にもLの半或期 2.1OZ時

l笥 k短いこヒ在意ぇ企 t る k遮主主 tこし布、も放射』じ撃的ぬ友で求、める ζ ヒが化零ヒ怠る。 J

R R -1， /'10. I !};殺互いく熱中性手来 IX /0'2 71 /cm'・sec，建中世芸家 Ix /o'2n/CI>0SeC) 

での õ'si. 町生鼠輩 3寺仁々も，杓及糸工仁々~， t)及ホこヒも比散した蟻ら C'71..， や)及言、のうd"h¥ /0浩耳豆

j主主'hIl . こ，ftらの乙ヒからく札3合〉ヌえた主刺用して 31Si由街 E宇佐調製邑試みた.

ヲーゥ、 γrI ヰリン酸化冷片的骨うち本鰐JtlI.授の立与~:.rく NH4J2 HP04訣東特斜主主史民約$"0 "? 

主ゴ RR - /， No・I1;致孔で i時間の槙射主行 J た. この~唆著しいゐける 31p C ヴ1.7， r-) ~2 p 

k 引 p (切)pJ当 i.!:.の生成放射能比主計ヰす吉之約 I : 10と立'}> 与総 3'p め令韓IJ(戊君主

k なし執料いkl二議-11'干し， ~会イオン主演劇E旨〈テ d ヤ d オン SA # /00 Cι 受 /φX/ / cm) 

および鴎イオ〉交換樹治く Dow邸 W 8X Iφxεcm ) 在接続ふした謝隣諸主 I~ 乳逮 α6 叫んi品で

戒し，若田いえでリエ今レン法定ズノマイヲノレにした 4の車合 M 管 iζ 主撃さ， レートメーターに寸

ヲて本$4た袋、主調吋 rニ. 水 τe沈P争し玉怠d主流車集めーえを 1こし， 一部主剥Jts互 にとう合 M 力

V ン 7 ーでア Jレミ=守ム涙 10 J:る;B線の吸収あ‘占ぽ字放期の剰 Jt在行ヲた。 戸線の総元豆 1さ

(;50噌んmz， 事裁期 1<1. 2.6時間で文書氏4査 k 占く一致L-to • 一方政 9の裁決五包令且い移し

7 oy Aじ7)<素践，五九面長主加え 3主 要き 卓也 た持 活物につはて放射能主調吋た侍来 1<1パツ 7 IJ"ヲ γ

ヤ程t1.であった. p;会 d オ/'~ぇ換放tJJ i'I のみ司 4ト熊本企ー決 10 勺" <:)司椋 10 7 "Jt.. ，)<素敵;処理主

したもの 1<:((i!f員12.時間後約 :2X;f1..惑の主主射骨色が訳、めら札， 事裁期とr-線ス吋 7 トルの結果

手
a
S
A
U

会貴重前イ愛の試料の Z成東曲線

一-0--~袖煎執粁(も+且'p)
一一・一会事時試科
一一・一一除材浅ま買が捕ø~僻

HF，f色S04品理，1:主管制

10' 

10' 

10 

110 48 64 (h) 32 

ずら 24Na乞同支さ tl't-t.こ. こtIl/;}. :7 -ケA ツト中号不

純物ヒ問、わ札るか， 一級 l二おなが予視さlItる:;r枇

物 唱うち Na，ω)A.s ，こっ/)てが射 At，~ト約主主G 用し

え萱 在行ヲた.官Fち 執 科 / 'J主ヴ RR-2免主乏f重

で照射し，鞍性ー庇Jじ氷来 1ご占リ Ca.， A，s主5光掲ふ

義監しUJ.在仏 SCN，As車会4i 1::.素ヒし z:;tJIJえした.

Nal<t%ll訣針主リ F会 4オン交換耕R告に J 9リン主ヒ

9株主， r-線ス吋 7 トル 1--よフ z計測五行ヲた巴

この絡事~， Na 件数 PP/ffl，-， ふん) A，s}~ /0-
2 
?prn- ぷ

志会主主さ 庁しに

15 



1 A 8 ル1M-1:M.cvt法 kよ3恥吸歓t-'['川中伺微替わlf~勾杖布i仁ふ神:

末沢母子rr O-l-島~久， Z可令達一，私下緑地\iÞ川依点者F 車問克~"Ùr.

目的: 場湾台ぼ現在， 主久'ft(κV R_)ヲが芯盟射 (1M 1'" ユメ 10/~今必 S~ 払ポ
( '7 I l'1ev) "'-r メ!()品世0，.{'-・ ，~C_) '1'~ 1''1 Fe. (:n. f) 1X Iらによ y金担体NI1汽主弘辻¥"(叶

l. 有?牒 t孔Y'1e.t十悼持本ずる 11'11. ~号が ff.11.代句比放射能 t 史えする丈埜な九ι砂但な
るユヒ隊輸主守手先写ヘ微量/1n ウ令ポp.去'<. 1 i噂汁庁内 (n. r )t6/i;九位よる放弁事イとタポ7量¥"

最も J敬iEJf島ぃ L ヒ博司陣中ヒか Yて暗号三百j- 大量 "Fe. 月f存存す 3場企 rbfe._ (河川 .t6f仏

'/J¥"向島幸r-'t. m，' L t妨害する。 号こで Fι 主φ離する〆字/)¥¥1あるが快 ゅ肱操伊丹 Pぎヲ針え量ク

円札 。~勃 1J\\\ 句麗である。 号L ず， づ分離1菜作勺l"J.主主主主停作t1尺 -q争件 l(， 門冗ヲ骨髄吹

キ在家める inneri手μιr 枚~1"イtナポp去を企明 l て付凡 9 号 t 布、?定。 また二ヲ方靖!lI_tflず

3. -:... 1<..陀 ι1111凡守按負厄J手、ゥ棟首 E行写つ九

史験す玖: ~...~ 1 31" tタ号")HN偽主混じ、良 11 r)r-~容解 L 全世傑作I1rt 6， () / /A~ 1.ヌh

え， 執閉す吉町まで茎特濃縮 t，再が f#cR: HN03 : H，，-o (8' 1: / ) ..2 0 -miに弗解I ~ト
3負ロト?でえJ;~ヲ酔眼ア主~-(R.. 1.抽ゑ除玄(三ヲ喋1F1.之回株~ :i乏す Hk，水利 E

/0...... '20.f¥J音イ;患指し ♀ N' I-!NOJで処理， ~くさ完 l た/. JC#I島中東:子:pt丸山.6 托マイ 7ロ

ピペットイ附急車h:長 q~ 井P宝仙エレレナレー予ヨジヌウ V' J-ず伴I'{n")吹t徒主制走 L

t 二ヲ 1票作?ィι宇吹宇屯求めた. マ?玖粋を fi17 R 司丘気輸~管(向付/()品仏t l; sec. ) 

で， 町議ヲ処理'lL -免許ぬK 附易司令良薬号線明?仇持芋討¥1件ヒ伺-JrJ・吃 iレ何事守入，

fタI 30 タ~ /噂均ア控与す主4fな ψ Fe，_()，宇?阿賀O/i量Eえ量 l 核企限界 E ポめ完.

結来: '111.守殺虫~帯L だ授射胃幸伺 1 長くすれがふ主くな~ ~会でみ主が‘， 実ヰ食守合苦呆， ヲP

6ト以よ~~すす~ t けd中k:;;.尾正主 lてい;.. \，_;;ずi..?仇ユ件勺 ~4す悼主主かßr-{ J6h，..) ， 
(); I .r-f1.e.γ~ 1ft均づb.IA.1<.針持害す手こヒ芦f拠められ，最低課弘F及耳トt1'0， 0 / !f刷 T府与つ君主.

、@、、
e、-

¥ .' ¥ 。、
"1'1，& 

105ト @¥

o :;& '" t. 

、
¥ 

¥ 

@ 
¥ 

~ '1> 
寸唱

16 

XIO斗

E 

7 

A 

Et 
u 

_，_ 

パn..殺壱t長

• 

• 
• 

ι。



2 A 1 ホットアトム効果による高比放射能51Cr製造技術上の基本的問題点

原 研
柴田長夫.望月 勉，天野 怒.鈴木恭平.伊藤太郎

O吉原賢二，海老原寛，井口 明.新井健正

クロム酸カリウムをターグットとして原子炉中で中性子照射し，ホットアトム効果によ

って高比放射能の 51Crを 製 造 す る 方 法 は ， ホットアトム効果の応用例中もっとも大切左も

のであj:) .フランスではとれ Kよる 51Crの製 造 量 は 年 間 20c K 達している。本報では一部

は第 5回日 本アイソトープ会議 K 発表されたランタ Y 共沈・酸化溶出法の仕上げをなと左

い. 51 Crの早 急 左国産化をはかる ζ とを目標!/(，製造技術上の問題点を検討した n ホァト

アトム効果 K よって R 工を作る場合 Kは ， ホットアトム効呆による分離収率(Separation 

yie工d )金よび濃縮係数を定められた条件 Kないてあらかじめ知って会か左ければ，全生

成量;1;'よび比放射能を予測するととができ念い。従来の報文ではとういう見地から厳格 k

b こ左われた研究は左いので，とれらを原子炉のいろいろま照射孔と照射位置 K がいて求

めるための実験 をなと左った o ;rRR-2では照射試料の位置を正確 K 指定して照射をなと

左うととができまいため，実験は主として;rR R-3 K よって会と左った。 R 工を生産する

という立場ではと(K全生成量や比放射能の再現性が問題であj:) ，とのため照射位置を限

定して照射を b と左った試料を，処理工程 K かけ再現性のよい結果が得られたので報告す

る。

Fig.1 K 示すよ う K照射位置 Uてよって分離収率は変化し，炉心 K 近い V R 照射子u土炉心

から 速 い V 日照射孔ょ b も低い値を示す。 1つの照射子LKついて言えば，中性子束の極大

の 位置 K 収率の極小値が見出される。分離収 率

を nv七の関数として見ると，収率は log( n v t ) 

K 対して近似的 K 直 線 的 K 減少する傾向を示し

て いる(Fig. 2 )。との理由はいろいろ考えられ

るが， (1)再結合 K 有効なフラグメント数が炉内

放射線の影響下 K 増 加 す る と と 。 す な わ ち 再結

合の速度九 (R)= axll， フラグメント濃度 x K 

関 して n 次反応式と考えれば x=kD (ととで

D は炉内放射絵量 で nv t K 比例するものと考

えられる)であるから， f，(R)=akllDnである 。

(2) 放 射 線 誘 起 交換反応が起るとと。との速度

f，(R)=bD とする。 (2)は (1¥K く ら べ あ ま b重要

でないと考えられ る か ら ， f， (R)> f，(R)として

分離収率の減少量 6 R= P， f， (R)=ap， kll Dll 

= A Dll の 関 数 形 K あらわすととができる。し
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たがって分離収率は log( n v七)

に対して近似的 K 直線的な関

係を i満足することが理解でき

る。ただしとれは照射温度を

一 定 と し た も の で あ t，照射

温 度の 違う 照射 孔で は厳 格 K

T本の直線であらわすととが

できない。 V G孔と VR孔で

はま?の b のは直線的であるが

，直線の傾斜~ど K 多少の食

違いがある。

照射位置 K よる濃縮係数の

変化は分離収率の変化よ bも

ずっとはげしい。 V R照射孔

では V G 照射孔よ bも低い濃

縮係数が得られる。 1つの照

射孔 K ついて言えば，中性子束の極大の位置 K 濃縮係数の極小値が来る傾向がある。濃縮

係数はターグットのクロム酸カリウムの炉 内放射線分解 K 関係するものであ]:1 ，照射条件

の変動 K 対し て敏感である。しかしターグ ットの選択なよび照射条件の規格化 K ょb再現

性の よ い 結 果 を得るととができる。

高比放射能の日ロr の生成量は jl ーグット中の 51Cr の 全 生 成 量 と 分 離 収 率 の 積 Uてよって定

められるものであ ]:1 ，全生成量は近似的 K は nv七 K 比例するので， (n v七)x (分離収率)

が高比放射能の日 Cr の 生 産 上 問 題 と 左 る 因子である。との積は本報の実験範囲内では

n v t が増大すれば増大するものであるととが示された。ただし n v 七の増大は比放射能

を若干低下させる場合があるので， ζ の両者の因子を考慮して高比放射能の 5
1
Cr の生産を

主?と左う必要がある。本報 Uてないては V R 照射孔の 9~11 段目を実際の生産試験 K 用いた。

酸化溶出法の処理操作は第 5回日本アイソ ト ー プ 会 議 で そ の 概 要 を 報 告 し た が ， 細 目 K

ないて検討すべき 箇所が残っていたので・本報 Uてないてはとの方法実施上の問題点をさら

K くわしく検討 し た 。 酸 化 溶 出 K':J，;'けるランタ Y 担 体 量 の 最 適 値 は 2 時前後であった。ま

た そ の さ い の 水酸化ナトリウム濃度は O. 1 N ，過酸化水素濃度は 5 %であった。加熱時間

は装置 K よっ て当然変ってくるが，ふつう の装置では 2日分以上も加熱すれば日 Cr はほとん

ど 定 量 的 K 酸化溶出されてくるととがわかった。

とのよう左知見 K もとづき， 1パッチ 10 日 ~2 0日皿 C の高比放射能 51 Crを製造する装置を

作 9， JRR-3で照射したクロム酸カリウ ムのターグットの処理を金となった。工程の主

要~点はつぎの通 b である。中性子照射したクロム酸カリウムを水 K 溶かし，ラン F ン担

体を加えたのち水酸化ナトリウムによ b沈澱を作 9 'ζ の沈澱 K 3 伽の 51C rを共洗させる。

18 



沈澱をろ過し，よ〈洗ったのち，塩酸 K 溶 かし，水酸化ナトリワムによって再沈澱をなと

衣う。水酸化ナトリウムと過酸化水素で煮てクロムを沈澱中から溶出する。溶液をろ過し

蒸発乾固し，過酸 化 水 素 を 追 出 す 。 水 K 溶か し中和する。必要ならばシリカを除くために

ろ過する。

JRR-3の V R 孔の 9~1 1段目で照射を訟と左った 2種類の F ーグット K ついて，収率

，比放射能左どの再現性を調べた。 A 試料は関東化学特級試薬~んの前処理もなとまわ

ず，結晶状のまま 照 射 し た も の で あ る 。 B 試料は会念じ試薬を粉末化し， 1 3 日 .C，1晩乾

かしたものである。 A 試薬についての?回の処理結果は，収率 9.4日土 0.92%'比放射能

8 5.4 土12.2mc/呼とな_i:)， B試薬 K ついての什回の処理結果は，収率 10.82土 0.97 % ， 

比放射能 75.7士 10.2mc/呼とまった。ただし比放射能は照射直後 K 換算した値であ_i:) ，土

の筏の数値は標準偏 差 を 示 し て い る 。 A ， B と も 大 差 は 左 い が A が Bよ b も収率 K ない

ては者干低( ，比放射能 K お当いては若干高い傾向を見せている。デ-1'の再現性はほぼ満

足すべきものであった。 A 試薬を同様~照射条件で照射し，フランスで主?と左われている

方式で処理したときの収率は 4~5% 1'Lとどま_i:) ，本報の方式がすぐれている ζ とが立証

された。

との製品中の不純物 Uて つ い て 分 析 を な と 左ったが "8が 10-' のオーダー， 124日bが10-'

のオーダー検出された以外は，ほとんど放射性不純物の存在をみとめ左かった。ラン F ン

の担体は製品中 K は ま っ た く 入 っ て こ 左 hζ とが放射化分析の結果明らか K された。

19 



21¥2 (n，r)反応により製造する放射性希土類元素中の不純物

ユ ロピ ウムターゲットの検討

原子力研 O久保田益充，夏目 晴夫，天野 恕

〔目的 J (n， r )反応 K よって放射性同位体を製造し，とくに精製を行わ左い場合にはタ

ーグット中 K 含ま れる 不純 物の 検討 が必 要である。とれまで演者らは高純度希土類元素酸

化物 La203， Sm203 J Tb401 J H0203， Tm203' Ybz 03・LU203， Yz 0 3 中 ~含まれる不純物を放射陀分析

法を弔いて検討してきたが，今回は Euz03 :?ーグット K ついて報告する。

放射性向位体の使用目的からみて，放射化分析法は最も適しているととはいうまでも~

h が ， と の 方法はまた希土類元素 K 対して高い検出感度をもつので有利である。しかし試

料の熱中性子に対する自己遮蔽，副反応による影響などとくに注意する必要がある。 Euの

熱中性子吸収断面積は 4.300b で非常!'L大きいので，球状の酸化物試料 10噌 K 対して自己遮

蔽係数は約 O.3へU.2 と計算された。したがってターグットの照射 K 際しては，形状と貴K

注意して照射した。と(!'L E u:?ーグット中 K 含まれる日4の定量 K あたっては Gdの 熱 中 性 子

吸収断面積も 46.日日日b と非常 K大きいととから，とれらの点を充分考慮した。国I反応による

影響について は Euターグット中 K 含まれる Gd，自国の定量 K辛子いてとくに考慮した。す左わ

ち 151Euの (n.r)!!.二主主C(n， r) 国j反応の結果生成する 153GdJ153 Sm の放射能 K よ.!:J， Eu fI-ーグッ

トと同時 K 同じ位置で照射したGd. Sm標準試料の放射能と比較して定量するとき，大き左

誤差を与えると考えられるからである。

演者らは以上二つの影響をとく K 考慮して.E u:?ーグット中 K含まれる不純物ととれか

ら製造する放射性向位体'5'Eu中 K 含 ま れ る放射化学的不純物について，とく!'LGdを中心と

して検討したので報告する。

〔実験会よび 結 果 J (試薬会よび測定 機 器 ) Johnson Ma七they社製の specpure EU，03をタ

ーグットとして使用した。不純物の分離 K は dーヒドロキジイソラク酸 (pH3.78) を溶離海l

とするイオン交換カラム(12m皿ox 48cmまたは 1日mmOx35cm， N H，製工)iaion SK-1 100 ~20 日

メッジュ)法を弔いた。 r線スベクト Jレ の測定 K は 3"x 3"Na工(Tf)i結晶を用いた。

(放射化分 析-1) Euターグット 1日時を秤量して石英管 K 封入し，アルミエウム製のカプ

セル K 入れ JRR-3(中性子束 1.3x 1 013n/C7l! /sec )で 8日時間の照射をした。照射後， 試料を塩酸K

溶解，不純物の 分 離 を な と な っ た 。 そ の 結果は Fig. 1 !'L示すようltL46 SC.
17 

7Lu:6 9Th / 53Gd ，153S m 

などの不純物が検出された。とれら元素の定量は得られた T 線スベクトルと， Euと同時に

同じ位置で照射した不純物 K 対する標準試料のスベクトノレと比較してなと 1まった。それぞ

れの分析結果として Sc(1ppm)，Lu(22pp皿).Yb ( 1 4 p pm)， Gd ( 87 'i6)， S皿(0.2%) をえた。

ζ のように Gdが多量(1[含まれるととは考 え ら れ 左 い の で . Gdの中性子吸収 K際しての自己

遮蔽は無積出来 る と し て Gdの定量を試みた 。
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(放射化分析 2) Eu ;9ーグットを濃硝酸 K 溶解し，出来るだけ硝慢を蒸発徐去したのち

とのー判'7 銅箔上 K 秤取して照射試料(EU203量 0.22呼)とした。 Gd標準試料 K ついても

問符 U亡して調製 (Gc1.203景 O.02呼)した。J'RR-2(1X10"n/C1I!/sec) で 130 時間照射後・銅箔ど

と濃硝殴K 溶解.最後(IC 6鈎!定塩酸溶減 として陰イオン交換カラム (ce型 DiaionSA 1日日~

200メッ γ ェ 10m皿世 x1 5cm) Y'C過した。とのよう κ して銅イオンぞ除いた後 EU を希士革政

溶液として揚イオン交換カラム( 10mm.tx38ι祝) (IC吸着ーさせ.Ed一日uの分前をおと左った。

そのナJ央を Fig.2(IC示す。とのよう陀して得られた介析結果は Eu ;9ーゲット貴在約1.8倍上

煎る Gdが存在寸る結果と 1z9不合滋左健在っ た 。 と の 原 因 は 先 き に 述 べ た よ う 左 2次反応

。 てよ る繕 呆と者えられるので'''Gd(ICよる定量をやめ， 159Gd(半主主期 18 F'，同)の r線を対象

として日 dの定量をなと左うとととした。

(放射化分析-3) '''Gd を 定 量 K 用い る K はEuターグットを短時間照射する方法をとらね
目-可，

ば 1zら左いが， H2mE11の生成は非常に多〈取 扱いが危険であ b・またま52
m
Euの T 線エネルギー

は '59日4よ bも大きい ζ とから通常の方法で日4を定量するととは不可能である。そとで照射以

前(ICEu ;9ーグット中 K 含 ま れ る Gd 不純物を Fig.2 の場合と全く同じ条件で定量的 K分離

し. Gd フ ラクションを硝酸溶液 K 変え石英管 K 封 入 し JRR-2 で 2日分間照射する方法を

とった。照射後は陽イ;)-:;/交換樹脂(lCGdを 吸着させ.0.25 モノレクエ y 酸 (pH3.20)で溶離精

製し . r線スベクトノレを測定した。その結果 2日Gdの ピ ー ク は 認 め ら れ ず ， 少 く と も G d 不 純

物は 40pp皿以下であるととが確認された。

〔考察〕 放 射化分析-1.2で得られたGdの定量催の相違は主 K 試料の自己遮蔽によるもの

と忍われる。放射化分析ー 2. 3で得られた仮定量値の相違すま明らかに下記のよう左 2次反

応 K よってMEu か ら 153Gdが生成した結来である p

σ内哩 A

76川 7~'"日d (n:r) ，日 Gd よ丘三与1:>.1Eu 

_ "'";..9. 311 ---G/ l!lu':":"'"斗一一一歩"2白血 (n，r) ，日目皿」旦J日Eu

山Eu(n ， r)ご~ 23.?f{{; 
¥、¥・何 24ι_，，'S2Gd(n， r) '" Gd l:..主主主153Eu 

円、官‘.."，，， 13v~ 
五 山~.:;.一一一→ 152 呂田 (n. r) 15' Sm ~15' Eu 

76% 山 ill
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ととで放射化断面積σ"σ1162 をそれぞれ 1700b.7000b. 180b 熱中性子束 1X10"n/cnt/sec.

照射時間 13日時間として 153Gdの生成量を計算 K よって求めたととろ 1.3x旬、ps/呼 Ellと左 b

Gd標準試料日.6日時 Uて相当した。Gdと同じ現象は日血の場合 K も見られ Eg2B皿の放射化断

面積を 244b として上と同じ条件で計算したととろ 153Smの生成量は 3.9x 1 0' dps/吻 Euと

左j:) . Sm標 準試料 1.8x1 0-
3 時 K 相当した。実験の結果はいずれ台場合も計算値とほぼ一

致した値であった。

〔まとめ〕 高純度の EU，03 を F ーグットとして放射性向位体1HEuJHEuを製造する場合 K

は. 不 純 物 核 種として山Euから 2 次 反 応 K よって生成する
1日日d.

153
Smが主 K 問題と在る。

Eu 11ーグット 1呼を熱中性子束 1x10" n/C7I!/secで 130 時 間 照 射 し た 場 合 K生成する放射

能強度はそれぞ れ下記のよう K 計算される。

生成核種 半 減 期 生成量 (dps)

152m 
Eu 

Eu 

Gd 

'" 
日m

9. 3h 

13y 

242d 

47h 

2. 6 x 1日.. 

1. 2 x 10' 

1. 3 x 10' 

3. 9 x 1日@

したがって照射直後の
152

Eu製品中には 3.2 係程度の
153

Smが存在するが ，152mEuを充分減衰

さ せ た 後 の 152
Eu製品中では無視出来る値と左る。 しかし左がらとの場合，153Gdが放射化学的

不純物として O. 1 %程度存在するとと K 左る。
152

EU の r線 エ ネ ノ レ ギ ー は '53日4 の T線エネノレ

ギーと比べてか左 b大きいものであるから，実際のt52
Euの使用 11:あたって，とのととを考

慮 すれば
153

Gd の防署は無視出来る。
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2 A 3 
70ロ仲間約 l1=-~幻じコーーロ U勺/..， S-I)ずい)エーれ1の停止才旦A糸ウト自在

主教久.)~， ，;可 0;村健札 'わE延室

結晶

迫年，特土事長ぇ柔勺 7 '
レ7 r 放射本 1'''~ 政託生され，えの 4主的性質勾研慌 lE ，非常'ニ l昇

り木島与問題勺 J フ E 急フた. 1 1レ7 1放軒性ずドリニウt， 1こ 7 、， τt主SiiVo，，， Y'r I 

Mo..h肌 k止すの刈慣があるが，孔れらにあ・り 1 は， イオ J 交 t免'7t1..，~ゲ 7 フィー正枕崎 t

t 川島. l ~、 L I :..のす?久 Id，熟銀 L1.ょ骨折技桁主従事 1L，処王室に柑当母 ajf，ij :!:食生私 Ir'

1トち弘、}.宝ら 1ニ， ζ 勺言うえず l主λ量の仰のキ土熱元素ぶ，)ずドリュウ .1.， 主宰離"1. 1ニ1'1，

十字月の l!l秘話""t も与う a 著者ら広， ユーロ t・ ry~1L4角に還元，. ~二也 t二 ι ぅ，ずドリ

ュウ hをdオ〉交 J史樹暗 Eイ史閉す邑 ζ 't.t，f. l 1ニ7・ρ 卜YRd軒 L !二..::L..- Q t'"ウ h 主?砂維7

専有 ;t，を検討 l1:ζ.  え町ぷ百'~， r ，1.-I r Jfd:測史 9晶 1<:iうがな佐保f日A本ιずドリュウ h左ゆ

~ft ，~~t. Aごイ t た.

z 史 身長

2..1. 域壊の端埋ま 3 骨離古今枝誌のた勾，求勾 ιコ弘トレーリ-r.夜間した e

凶臥トレーサー: t b /咋の E民主?をみ込主-ttたず絡を .iX10九μ可~C ィ・ 6 B1明!ls，Ul I 30.Jの

&.' N H Cll二 1~ 司、 L 弘， . 
l司副トレ d サー li吋り qci.，.Oj t rλ 10"."， /(AII，1/必ι-i'Pl 崎 ~lJdJ 特 r:. I比iff..射能');t "争

0) 1J'‘文字のビ主 It 10日1¥，/岬ゲ此.. ，:'w.Hf 胡 ~4l' l I 0.' N H2S0r ，";.. 1直営:~手併. ~ 100。
失枚、苦鈴 r 可 l[..fr' ~:3 宮の~ll:吹歪告を t 首セロ F ルに訴えり， 5ml の IN H，.sO" &-番手持切り札

華氏主 h..jし， ゆるく捜汁 t与が旬 並する e 

ゼ rl I-J ~担イ本: n.~ 切 CeOz g ，0 J'l1 円 0.' N H. $01- lこ 3容的 L f-. 12..勺&ん1 I~; 人

I~' 1) '7 l， 才旦 A本 U0 1l\~ 8"'1いl): 1.71 dの B凡 C[2..2H2ot水 100ltI 1 1二j穿併。

e: IA.z 0) 終夜')1.~μ 

i門央主事夜十ト'}ウ内定?え: ;3}句持仏 NIJ¥ar 0 J f lo......L のオえに溶解。

メチル 1¥ 1 7" "t Jレ寸トシ(門 1B 1<)孔の仰の筑紫:4f A..:t究家主九の 4ま成問。

2..~. E~""$Oが吃庶 1二付する制勾'ふ草腹話
;r: 'Jヱナレ y管t二 D.J明λ叩同制トレ--If一(1.μ(q..，[_主各 4、)，/』 myのE""rtt-t':}1-~ ， 

:.it ! 3 "'..(司 0・IN 1ft SOt 1";'弱者ずる，針よ2の垂舘 7可 11.-t ~ 1. fJ~ 九 ， N'1. f・九を通 fτ ，

;1'"，' 1)エナレシ管内空気主 1皇、1期事.1主丹、}二桂を L1::. 4t. J 10 '71'胡玖もう LJ 1童心介灘 LI ム

?を'Ât!ピイット♂~(!のがリ工今レ ./'1音 lニ分 't 取り ， i把広正上J聖火りえれぞれのふ1<{の主主射

能主骨f型ずン可基金レンサレ「予主ンカり y 1 -τ・ i~Hをす ~u /1. I"/.'" 母&{ 1-' E>t ~ルこ抹 i仁

.:1..， 3. Bp，. S 0争吃殿1:'討する巨J十の犬 it.
I::，.tな01~tlf.~え ýt，イ史金 1ニ院高ず主&かった E札左さらに降 4 たむ J 向1"十 q s"， SOI'への者 i定ーの
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利用主横"&:l 1ニ.日前?の B"，4~Jj本王将リヱチ V シ管に掠り，幻 s 1fll の O.ltlH2~ð'f 1~. 久，

:rt什 L1.ニヂを，上;管え[.1奪t 主。咋凡 l、レーす- o.r帆L主/J.え./I ;.えを左 3制 .l， P.J N H， ~Q.チ t二言明

整l， 重1Sj-OJ を鉛i'~ 11..-#" '-'1 ! /Ja九， 以下 2.2. '!.同点j柔砕 Lt~ ~ 

3 お果な~ 1r'~に活壌

3. 1. B"，$ 0'1' ;史民 Iニ対事 3EJ，tff句宍沈

f I1詞l二 j糸工う時間 t E氏 叩 宍 i吃宇止の l災1，f，乞示、 l1ミ， 乙の長HL，千後fIこi主ず奇司 J二 1ι
If.' 30怖を炎零じする二 r ~，~ d~ らやに手フ 7二 e 主た，成故;息長 u委 q 支えた場令 . B~~O'f ;lf， 

+酬ttす
HS-へ究 lfする 1: <t 11 I (T.( の制。 11"、)í1、に変化する小まま両ぺ 1ユ~~司王をす 2 Iil I乙手ず，団ょ q

目~ ~炉本よ j に， 0.1 rJ"- I N H2SO'f 叩乾l司イ、広究 ;ι*11， 画家法友 2二隻肉必:.，."'"あフ人
仰0・ IbO

10 

~...~O字 lt政吋ずれ
E此の世i記。811司まi'6

p

o

 

a--e 

芦
花
・
添
T

70 

10 20 30 i'O 50 

J魚吋 sfI~ ('if) 
-;r I I週

2D~ I 

(幻4_lfol~叶 l

t :z. 3 'f.  

晶玉南在、1船主 t札鬼)
1 ).函

m 
活

3.2... 7・ロト γy.l射 lr~ EIt..O!ι1 Ef ol の分離r~_4~
.ナ-

L人上積討 lt::... 't.こうず依，ト It- t-量司白0<. l;h可、 tc!-1 E'此~O'f 1トら1I'Q Iニ8...S0't jtB ，::.字、

北 lI 4(キをイ伝下させる毛呼 E 色めれるのイ CもをErolP) Ajと持.t.!~事工 l ~抱えた Jえの主ヲ弘幸長

特 'iI， t t産土 Lた，

100 'IIlq， E"'，O， 
l匂Ce.i旦緋

bfoiHCllこ法解，ま守E乾副
6'11tlのD.，NH4JO宇に5容量千
r収十レン?昔 1;移す
/()i の歪~在 7司Iιq'、4i品。九る

Nl.ず'At.)量 C 寝不室 30奇添~j

上 j堂氏一一一一一一~!!'fí峨

l叫似管tcjjL wu 空事後 1<'l-~"Ä H.1..:3，f{J.. t)金()O*-拶tl:う

;唯K BA5同銭的

上 r払3え
i援吾教組.d'1I'-l1NHJ(t}， 0.3'"，1叩Z川f{..BrD3UT.U 

Mraれ."30ヂ且空坦」回3酬 l7-7品目
水:t3 Mi5K.:U才主主事
11制守 fieT町立d.iν，NHfOl1 1: 

l畳 ~'I !:tJ.丸事

例区広一一一言附hi保 ん

Iv!i".olll.%i・4くず Z庖珠湾，
，)"，1 bN JIιlに湾曲f，
3悼 lM18K記・3・長rl日z.l!Il由li1
--一ー一ーーーーーー戸可

MIBK .fli 
格'じ喜

.-画
法認(使担級制)
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3.3. I京武宇 a 牧キ
以上。古来#イ得られた1l_f:毛J害;え乏筆者軌喧 l ""t.昔， Ji. 1::んど符7量広言足的りれら‘Id 立高:

守It;;.öU!lil~' 枚-r;~ Jolol. 1.定量 tムぷ果 I t. 6 )43 EII. l'見似てr.*' 1:... ~"， f，. *~Il 7L1ニ売す宮じ弘

L弘、，.本 J制勾区礼町 f王手ネ Ih/，';3 .)(，~ 't， 似 の 4え苧 1水'16%ぐ今 7 九

3.宇. ムi-!k司制見

奇L丈忠良珂のサ j クロトロ)'"(fi~t L 1ミ 8'.)0 帆 ? η E飢え 0; 主 .)1司に分 It， ~本玉操d作舎ず匂E タ

離 l作t改仇tιI rバHえ の H叫均宇川附J)培悲J此4ι りスず γ νえF域気雄『紙£上に 2. A執吋叩P"tず~ 2 8吟~I喝司需吃E惹 t1行17 た ' 

(υ4枚丈キ~.. υ~ 0ψ )人d.ii '1) ':l.}' 干手4緋炉2厳奴尚器主μイ筏史、円)， ム付是推魚E改淵l安え..l I 

門MtV川句 7'レレ 7 7卑R，9RBf，1ニ制定ずをた。特られた λ々qトlレ左 f3 @ Iニ，手九

IpO 

~o 

60 
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i叫鮎 1(括和~。
10~ ，・IサJ
OdM  
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2A4 券局クPてトゲアルIcおち今ノlErt久的判アフプ-RI t1裂J乞

ノ害研，神~}I 1 エ気; 利上先~[.点在 。玖桑 {J

弘一号ノ /4bAJiLLよグそれぞJ/(_の峡技殺をキ可。ァフクーで筒f忌む主lτ身離する長めノ 2専
属，71:7マトグラアィを利同した。

オ五五;争販の 2事政ク U 之トグラヌィ南テゲ刀1'，レ(-::佐イト刺とし 2成員~!l Jレ予ウム ~o-"v/O%
包幸ゼ二:()r).r B 0 ̂ " 13 10ヒr少く)κ昆がJを霧3窓乏の補厳3安定でよくがうまゼノゆか凡ノ長コ三。

心押し d ギ有かずラス枚上(-::)雪.)3sρ[τ必ヅ嵐純さて斥34j骨吸を l丹いた。 fl同制 tしZイ
オシ交攻ん .7，tJl'" Jレル/ゲ'.!V03 反グいラいうの衆議のん仏Lι ノ I<c乙ノ !vi侍a ノ Gι(L ，s~dよノ
8.À æ之多方支~4 低を用いた。
統持七 l(β千切ヰμ 必九刀刷、 7 ている輸入しバrJ干 1弘一lL油化物械を/0+
crしん必{τ うすの Zそ?/ttllpH 5:6ノ 3.-4-，?)も 4 を7-'-グ/マイ 7bピぺツト引いげ

.y -;:エ LF-:。

it裂後/夜放軍した締棋の千埼よグル仰l:::=ラi亡メ加ム鉱貯恋愛をえ約十しl鼠乾後

展申制を入水斥j長前樗中{く的/蹄l旬まえ撃し犀席7ゑ。

両所;命のみ離の ~R;盤(!穿/普手長を端忽雪Z ケバ計数管{亡干科乏し芦連動蒙 [.1亡の也ズキ苛ニシ 7 ・
をおこかい J 局タ玖射能nピー7.J I)モれを、水バ Rfl直E友め托。ま長ヲ尊厳教11;<t71Jレ《

(戸凡〆/ー之クグーシタイプCJ /vP) -z:'fj/s-ぽIBJ安易定之 5乞 Zそ4才一十'7:;;'才ゲ77をつ

ιリ要rイヒし伝位置よ?砂静態を確認した。かくして表通り芽斥夜nフ乙グ才ノ尾市村を阜、

A伊三ヒがて守件。そxtヤn係棄の J 例11モJtぞれi<( rτ矛した。

綿菓ミ以よ I グぷゑピシゲ刀ア、 lレ85"を明い宕1量百震度~ HtV03恋愛でおっ Z2専H1:交わく7
7ドz展期したも々でIJH物 3媛委pくあ〈本会/ゴつれ ZJ.乞ι 巧均値Id:犬立くが予がo、/;1/を
ニ乙るヒ」主l引 j'1 く r;;~ . し仰、レI"B"，-J才 ~I/レ以よと IJ H幼ョ三要素が者く n?JIゴフれRf
{:! t丈きくかフ Zぃ乙のであゑがtちA の--tP rJ}.言f(三のニ 7 Zい矛ごとが:シシゲし--';/3ン

刀ウ:::--9-い {l!Z(::よヴわかフ作。し問〈フて ωA〆H料ラ z";bフた易$11援もよ νI/，歩離

がえ句れた。介留事後寿序枚上 lゴ直呼 pH-rs矛菱Bι 守をあ乞し(_)/みと序実ては p!-J6ですL

場 i三いく riど，J11くfJ:') 7 l:7シ十で rJパラ手ti妻/て 117ざい芦.

シ1)刀7'"1レをHN03の 1rh11三水でが 1HMので魚崎した場合i吉子 J ゲシゲ'ボみら北司君

t7Jh縁(tう手くお::f;nb;ft 1.よかフ長。シゲオf'，レ 130 を米でがフ托寿!f艇を聞い r~r-'1y
J4ちcttdJEえまの f案書r/JM_r1.若手夕食で長期ずみヒ1IQ\ ~f/l/以上でA点 tl \/l す Idょく局
者主主J!t争。友之l古IN' Olん公d/にじι/IγH4-t.l / u..a2-/ '7rd:z; sμムで弘ー1y-I官rltA

をバ合議した~ ~ l)均値Z抗争。弘ー也の待値lす弘 O，9tグム α/J-之、、f?!}-t)./IVf!物処

搾 1プオくて、浜市した易合切待値ヒi盗事 l -z別表。か乙し?~争離したフラ 7 シヲン l尚北た汗
j吋槻づ~~締を 7 プ']とド川被堂々月笹z凌伐 w両者曲線をフ乙 f ぇ級働
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717ケヲシかりl円札ぞれ強織の両長をみ M 待どう 0の傾向議峨ぷ?れれた

。1.111レミ吸収弘{-:川いp敬ι羊lレキー主主め手 p ず乙し zモれを払崎握手婚の瑚才

能靖性 Kええの支蘇信íl J:"く/玖1 ラ二ヒ向ν'þ'tめ与れ作。宇ドセι の場合I~ 11/2J-'!苛ン

会|レY器産叉ぺ7トロメ -yーを用い長。

寺手/!Bl;-久/今，H!VO:3 処理寒斉放をつにで員長 i制し t わず作宅えの争~1訟の穿/毒色村、?
t I}ニ古しをよでt通Jt議し手ものCP付2，4-) を問 IAZBO ーコ仁無理 /A//~æt. f朝包 13 !i
d-!;VH，局主偽予豆半旗向A喝争kの冷静棋をしらベ Zみ在。震前後2伊 t向橋lτ3長寿fltす?

kりえZf.，-&-~ /...脅え Z建伐笹(三いれウ~ lL..イ笠シ>ナレ-;";1ンβウシターI-==-(ほか 7在ヒ

こ乃 Rfω のイ主-!f r二判械の勢声 I~ 然tμJしがえ、脱して川，後-fの移住~I::::(f 恥?
のイペl亡中4似 1τ 以E停の包p¥敬語し2吋二七点わかう前者 n才IJ¥すC北2叶ラリ

ヒAりれる。同じ工う{-:B むよ処理//I/;l/dA五時iし7.'"離しがいτワ凶之三三うぷム.f"y 
件?企の葬斥色村..IJ 't.-~ /ノVHtLです温s主主し EものをpHキiτ してもちい t=.BD?J乙処

搾?戦 //V，~豆町もし手乙二ろ原案 l亡 19. tJ係7やえのこ?Zい作。か乙し-z;ff注者往し手町/
竺ムも寿時主り持拡1長年代をしらべtヒごう9

g

yで1下/;vfkL/fiιι -t 1¥0S-V予F絡をつかい

ず迅L比三ろまヲク#幼J!t1-: ，嗣t'}:う(-::14-1し"-Z'什 ~//V f/~仇 JiJf.，-レで針路おれた
。そ札制/分離し手指pφの氷解じき的仇長 l主計数効キ〉試射寺管T杯じを委長し之祷ミド舎を
来Wu_z." rt ダ~~以主/ヂ守で [119φ 以上 z";f)吾ニとがめかフ手.ニ l1J ，"'5 レ、同凶作詞粁!)i文
射イヒす 'j~，破局、\ :DPI ("れ的附砂誕I-=-主要をあい Z調べ向れ初制裁軒
、は4愛着の表みの場少[-:::ついて11芋正十少が夜討をしていがい。

表 I 1<:戸在 妄 ユ 符 直
s5 HtV弘処l' 車向者I \40臥 ~OLo._ s 0 -1"6.0処理 屋南寺Iqoyト q汁休日氏伸弘

。、tJI;V Hz.o 。‘00 。‘32 川十'hatι。法的。

。‘ o壬ル/ '/ 。、PO 。‘:71- M/ν必ciO，f3 0.00 0芯 αos-
~， Iノレ/ 守 。、CJO 。、司土 /‘c?/v/VAl乙仇id'0‘00 0，10 D.Dγ 

。‘sAl" 申 D、o土 。~flづ 2.PIV I胤d 0:ザ ()，OO

/、 0% 。 D、0ど o.?o / N t<d- 凶5" 0、ω 0，12 0‘(0 

z.o# /r 。、/0 。、tる /NM企rJ0，13 0.ω o.qo 及。，t

B f H 2. 0式見~ 0./グ 。、()oUt7.刈お乙 j/ν乙孔d2.. 0，10 0，00 o，qS o.lt 

ムtノγ t7，.2fμ10、近必t /IV失d2. o.q2 ωD iJI政 O.Jt-

/、 o;V 。おおIIt?，'jdμj /;V f3""a..2. ()，qt; aoo α1.r {A 10 
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2 A 5フェロ乙アンイじ畳金白によるセ予ウA のロ及看

方支医E汗イι学 07可ヰオ正一， 工粂華社イ手3尺正実

目 的: 71レカ，)金馬とくにセ乙ウムき選択E及着寸る令長静、婿イオン交換ィネとlて種

宗主のブエロ ιアムイヒ金属塩が、知られている。 ζのうぢの 1つFプエロシアシ化控室宮正蹄i!!t&.置

を白とブェロシアン化ナト 1)ウム(あるい lま方，)ウム)から糸加モ lしピヒを衰えてイ下った勅未

に対するセ乙ウムの吸わ検討 lt.:。

実駿:(A) 7-:r口予アン化亜鉛のイ宇 1)方 0./11/1.. Zn({l/Gよと o./門/1Na4昆(CN)6

あふ，I士0.1門広払FeCCNんまず芝まぜなが、6同時lτ加え，生 C't::.;rtぜ人 ε米議中t、2B奇
J萌力。;量する。 18放置後 I ~fiEiあるい l 士 l中苧 lこ厄じて遠iヒ布融 l て ~ri設とを?醇 L tゅう
ぶん*-てヲ:;tl¥ GooCぜZ刊寺前車H骨Ltこ。
( B )フェロシアンイヒ壷鈴中の1¥10..， K， Znの定量 坐斗~ ED丁A-4けはアンモニア水

左加えて惑がLてイFづ「こ 0.1門11ED下A /0 cc Iこ約 30m1のフエロιアシ化亜鉛正よ容が

LJk在日えて一定萱とし目立 EPF2型安光光度計ぜ Mo..， kε;-ffi}j足Lその百宿率ε算出し

た。置金白 フェ口乙アンイヒ霊畿のL豹3互にオキシン乏加之て主L"t:北ぜ人ま土孟蹴l二本ヵ、し

宮警守祈i五て、定萱 Lt::。ある IIrtフェロシアンイヒ亜釦正案が L七三容えのどと枚射能と3ttH人

主イ下るど圭 lこ問¥) tょ崩酸晋おのどヒ放射能ウ、ら算出 Lた。
(仁)kclの現'1疋 7x ロシアンイヒ聾鉛約 αl 手 t二坦イ本迂加えない '3~CSα ヒ N I{N03 ε
舎を ;~f1.更 5"ccま.tt栓試肩書管 l 二入 U'l 25 0 C の+豆iE槽 η 中ぜ 28寺l割、3、 1) i -t{'1塞iヒ令請長U.:のち

上 ~i1:亙の放射能を#戸型!シンチしー与ヨンカウシタ-7.点'1 定 L kd c算出 Lt.こ。
( D) 6SZn_イラベ tレLt.:フェ口乙アシイヒ壷鎚へのGイオンの01支着 安藤(A )の方或ピ、

イ乍った 6SZnゼ、ラベル Lたフェロシアンイヒ壷fbの戒ず人約 o.3~ε#荘試藤管{ニ入MlW1Csて‘

ラベ lレu二0.0II可CsCR.s' CC ε 加え 2S 0C の，f~';童精のじわ i' t-~うぶ人平衡t二な 5 まで'， 3、
r)まぜた。平常f後 I iEl己管離しマ Iしチ千ヤン宗 lレヨ安息~.{斤砦ずよ{査段の試射能主規，1定 L J 

Zn， Cs ε同日守定菅Lt.:.。

( E ) 2:J.No..イラベ lレL(.:フェロ乙ア〉イヒ亜鉛へのCsイオンの喰着 安駿(A )の方法で‘
イ下った 2:;'八10..ていラペ 1ししたアェロシアン化費鉛の北ぜ人 J 約 0、3CJ-迂葉北封採培tこ入札

( D) ヒ l司棋に1長ィ1= L て侍 fこ上澄痕ε マ tし千チヤシ主 μlを高のヰ~患ゼぷNa. と 13 '1(s 苫 l司

同定菅 Lた。

長吉 栗: Na<tFe(CN)6あかけ土品FeCCN)ιlこ汁寸るみ(11/03)えの三奉加モ 1しピ七E表えて紡未

£イ下った。その組成左つをのの姦!こ示す。
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ば。 出 専を 宮町 T賀

/ 八faφFeCCN)6 Z円 (N03):;..

之 fI 11 

3 kご斗FセCCN)6 " 

4 " 
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。

16~一一三~~
~ 

. 
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ff 

安

モIL.ピヒ

I : 3 

/ .' 1‘3 

/‘F 

3 

.6. No， f 
k 八/0‘之。1-10‘3・(1/0.4-

ハJι 世 lく"/< Z凡 o{o。。33 

E 。之4。g 三も

。3 之4ト

つぎ‘ lこ J ニバ1らの三配ず人 lこ 1NCS aをも人!比11/03

芳成 5ccε加え安駿:( C )の方法ど、 )(dε湯l定
しfζ有罪 ε左の 111，::示寸。 Nc.J ，乙， 5‘4の

特車 l士、)q' 'M'{ =t直線 tこの 3の{'，二If{ら i土Gとイ

オン支才袋三行 fょっと素えた。

そこず ，Csとイフヤシ交換寸§アェ口乙アシイヒ亜

金付のえ辛 ε宥採: (D)，こよって(らベん和泉

J Na. I !ぐε告まな、、非もまピ、あ令八{o、1，こよづて
I i2艮着 t胤 fごらどよ害虫 lf2..Z凡の Eヒ，;1:ノ iま(;f'2.. : 

/ぜあ Dどこうから，アェ口乙ア L イヒ副長十の 7ft

101 " - A とGが、交政"!vl'l tとど~えら川急・一方， M。‘之と
ωI 0・1 1 6 10 〔Nh〕 A/o‘3の絡ま J;tcsε 吸着す告が‘ Zパ迂 i王と

んど落ニtdt，よい。さら i乙 22A/ぇゼ、ラベ lしし た八114Fe C cN)よlこ汁Lてみ (̂!03.L.の主，L比ピ'

/イ者， /.5"倍， 2 倍加えてイ下っ丘北ずん lこ汁オ~ (\iィオ〉円安埠 εl らべ t~ O'̂n去の場

企， /， ':>イ喜ど t，二人l仇ど安換し吸着 LrこGと 5害虫 Lた川氏の主化巨ヒ(土 I.' Iどなった。

之イをの士号宰，::/士，壱まれる八/乱ビ安I長 L 侍~ 1、Lt の Cβ が存丘す~ t事信， Z凡ど交点寸さ

ことが、わかった。
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2 A 6 "7工Qう7ン{t紋‘除イオン女接持守時“にい滅菌25jLうた守め N7Cs司f申隼
およυ、・ 4名分弘主的{拘の和主令書量

荻li-TP~ 07最寄1)-夫 今守主.~ t- イf;K正実

国的

われわれ l;t イオン交換樹脂 q 持妹 ri"利用法~ L てイ才ン支機搭rff~ ヒ難落惜の金島忠 K

~ ~且令ぜ f亡"金品場 w イズソ ~r妻 1針月il 内 (f fi¥・ k 宅内すよ射化学的利用 1:ついて報告し(!5 

「二。 1).2) n ・金品温ーイ才ン文禄捗;fg~" 1 J金島会長m 惜 1買t ともにイ汗ン実1実拷t府勾性官毛 J長

崎 L て ω ねので神々 r，J~ 面ヘ勾 tdíl が0・ f5 え 4 れゐ。 とれ手でI 舎展7過とレて水目1>>~t 手=ユ章夫‘
風化伺 ti"ど・~ c 1あIj・(-:.t¥" それぞれ 01*北3去に比t..1章作が‘J容易でi ヒく 1": 浄水t:IJう

IU1主i濃度計'/にきくがつタ号の拐、水戸M壁却I引‘穿rn争令I"Z.靖対ぞあっ「亡。

さきに"7 J:口 γ7ン{ι相 -r会イズン女雄樹W' 官1・，1<‘渇水 6門バ下 ot品椀手.Jμ.'

/パムピ下街河験森市中'"mCi Z; l'金mて有妨 1:f前'草する工~ t;報告 L仇が if実験z-1;1:引き

つずさ N アエロシ 7シ{ヒ教 -p，会ィ汗シ主按樹ff~" ~ ~ f ~' t.. t e して湖面i~益決守 QI らの 'J7CS

勾楠皐も按討t..r亡。ま「ス ) t1i "樹脂“ E用いて核燃‘料司再点1理舟米中 o/i7 Cc司補筆お J

ρ"1を4ト私生成物勾相互少鮮へ今市 i刊も棺討 Lた。

安験

~ 7エロシアン{ヒ教 -t含イ才ン女1実J釘fff'の(tfi¥' - ーーー---0パ都 1::i-rヨイ伽beノl-t."t:.rz

1 RA -?oタ(fo'" /月〆、ソシェ)に 7エロシ7ン{とカマウ向弟決吉加え 7分1:7エロシアン府

にする。水ぅ.;ti， r~ 勾ち 珂i!u手P保:本企古加えイ才ン女 f美樹脂 1: 7工 Oシ7ン{と株 E官庁

ぜ[..;J ~ 0 これも水洗.JiL乾Lてf愛用 L-T:. • ミ o '1 71-口予 7ンit報-p会イ汗ンt検樹時"

It暗青色粒状'てあゐ。

4章作一ーー 『ー--v及活再嘉成デー.;1宇パ v 十うよ号事めた。 rf，fれち /1'7 C'i 1;抑えたる稚穆

序伺周百五う昼食 lこl斜tLμ" 71- [)シ 7ン{じ扶-~会イズン主竣樹脂" E 加え，~、?ま1t"J;;。

J 足時間 iõ に水芳;k 中伺すよ射能 E 剖足~. 1 if (!めに伺 i_r二拡射「主ゼシヴ向のラ悪用 t比較し

てF瓜為的活設 Lしらベ化。

f票権鼻立[L Wß与党 I~ 現在最北井〈用以内れ 1. v勺?以ノI.U 700セス 1::戸 Itゐj腎決壬片ちi:L-

'"PlL<<(.Q. ら q 報告 17) 左記~ 1': i..て念品(~ rこ毛の E使用 Lr亡。
f f-:.. 核分梨主的イ物勾相主分島屋 11= ~"\;"私的ロ核宇舎であゐ /J7 Cs ， '/O.s'"，咋α，9S"z".， ノ.t;e..t付事， l (7. 

~.古来ぉ Jμ 寿寒
f専らわド持署 01 -都 E 略~l 1fゐ。
n 会稗務j支司 ;h磁号55h中。らの mc，OJ 1"自隼 ーーーーー-" 7エロャアン 11:-銅』防イ才ン

女持樹脂"内場4トJ::t;i. $~殿場厚 ψl 門以下<.. /;定量的1τ 吸着 3れる官l吋隊法草 q増大!こ従

レIP&_若手 It~用、少し 2 パ <"jfガ， タ月で f7J;-:' o 11 z.. 2r-;:. 8 HてJ>/'oであ 'l /0 M? はほと

んど・吸着~ r{し101 1: <らべ<. "7エロシ 7シ{と倣-p室イ才ン主投樹ns" It市、 r"-1河邸場
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1'; mみt. ~f) ."，..". /ん 3ゐL・ 2t!，th<. 

/0サト4 号守.~% 98.7 99.2 

/0・Itイ CN.4 98‘1 19.4 

/.0 M 98.7 明4 明~Ó

99.3 99. ~ 1翁毛

99.f 99.9 
もd礼 ExpeM-'YI，ゅ?tI，

。5r":peJμ に s0tfJoR4:仇
99.t 99.9 

2.0 ドl 99.2 99.t ?U 99.9 99} A.押tJ)eJLι没 JRA-90<;. IニrJ:

4.0 門 守9..i 99.4 竹6 ?げ tJ9.1 企ぐ吸着し f，[VI • 

6. 0 パ '16.6 92.7 ?卒.8 9s.8 号S.O

g.o t1 U'乃 d7J 7t.D 771 74.7 
/0.0 門 I 3'1. / 1;1，.0 持.8 0.3 '16.1，{ 

長官γ大守〈て毛利用できゐ。

2) 樗離再処理舟3た宇官、片"lmCs 0捕華
ht持tぽ量I o. ~ cj I /. 0 ~ I 

•• .A"  8aZc白ιc4ιか.，pグμ相1Mt必ε 
f操長3謹を 時向町lヲ初O仰. 1 tゐレ 3f.んゲ眠.1ヲ初O勿仰伽仙帆tω山仇aんι;.. I 抗弘Il. HゐA 1 手初01'1<ρ山仇t一…」ム，

司吸良 着宇α仰例)1 l政{!.t ~抑♂2 μ.i 1 ~.白'2.0 デ似正;2 93.幻21 n作.Ij 97.刀.2 9~9 

長(=示す如く捜擬再炉理lをiたず o/iワαIt効果的 1: " 1工。シアンイt保ー陰イ方 γ女梗fM
HBu lZ柑隼 3れ b二と申γわがゐ. 1ト崎、品 7工 Oシアシ{と金品交接停でる q<れ r:f市隼如来
向あもこ k 骨¥..報者されていゐ ;)ηv粒状‘国 f手?用 μ ゐ，1/‘要 t¥"あ?をの念威操作 l二難g;， 11'"め久

卒う去 1:J'れ It月p1ff争純混同 tt:l世V鳥島[て 11'時てきゐ 4で従来め才活 lこJ;[.心明利て IJ}J t 

j考え 4れゐ。

3)核分裂主0:，'初の 1@!J.._ 1)"離一一一一一一一一ー "7工ロヶアン lt教.~会イ汗ン支換樹脂"に 11

すゐ品枝手宮司吸着手動を求め f専られ fて拍車も tI! 1τL て刀ラL.\~占 l こよゐ相主づか隣 E 仔 rょ

っ f"，. i 0 “樹脂"を用いれ l;t"李手'"p，金イ 1ン女換能1::加えて 7エロシ7ン{t，株m性宮司

利用できゐ列でウト縦令祈ちょ 7 有利 lτHr~' うこと市γ できる。 1え孝行 Tf われて o 1& f会イ苛ン

女接持干脂I!J 'I<J /ff寝首議 6)~寿男 l て L て核少 3民主荷物今議右物Í! I噸 ì~ 蒋髄 f ゐ:. 1:骨rていぎ i-z..

望岬 Itl! 拡射線1:H rる事定性;tg{.争号 m 塁3~客 他殺稚司手動 tてついて搾討しれ結果も

報告判。 キ五王立町ー柄、t.dト品A丈 If-n::teλ制民開立 乏 匂 孔fjll.2<J4 1廿t，Q.恥才臥小品臼nd私広α定問

'PM :[p.Cぶ叫し A品。μdム 礼 (.J~;æ.制be/l. ~-;o / T20'!11.L< / Jt;o.0) I!て松瓦

ぬκ7Jfa1aJU，行.tJ.宮川aj J. M...ri. SGi. TeιA. 2.. .3)/ (!9U) Z) う量制，1-寺[fl， ，1、抑.{p~ j脅寺有毒喜子誌 1.110 (l'lIt) 

D事例.tキtfJ.，l、将t.11~.K j I穂子力号~誌・1. ，/i2 (/9dT) 

の見滋.鴨ιtD， 角10-，fu&: ; 穿守 B 号4:'~ι .1_ . ;2 (1769-) 
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2 A 7 う焦燥対負誌はる 2'_~'R.Q /:._ .>2$ A c. (])府隣精製

史恵理持久.r浬 OY，hし入三胃，ふ 3也魚沼色，頃不良よ童L也

天fポ汗足， l二 f存苓みす '& y .， 矛 L うμ判 l訓司4伐主 1係ネ恥Lドド二υl互C且λ;f2弘Cカ〆f治 奇。91Aclは立浮淋減;期 lは正巧王見主い幻れ、川Lい、ヅ』〆、v叩.

t命>( )ε1ルレ奇::-7" ~';.よ つて刈A'ttCメソトリヴ L久、 1) "、う F鬼喜易 1主耳恥止リ量広2 す乙 ι 丹〆γ 止ι二 5来~ ~丸. .)ふドF周奇

克l苫 い-す一多戻(!競~K 厨恥4 、 2 主族丈射肺骨慌知乏U自灼可 lドこ純符なぷF日λι Eうみ々、 ら&生 I~ 介馳 L 荷数 J ~!3的て‘
行 なヲ民.

輸入¥"'"ttL 'R
z
丸(6、'71γ)t;r'Ac町i-.eに通字ぁ b量(J)'Th ( 1， q 0 Yl" )あ‘ J ぴ寺町放軒位義

変弘域、籾宣伝む. ま友 l向日号ぱ私(1I，6gJ. )あ J ぴ21込(/6.2.2 j" ) 邑傘む可能，はも高~ .不

向え 1';. ぁ・いて l;r，争す"試料l干mラジカ A E.悼のえ柔刀、ら liJ高包精根 L て L11'・s(放置した侠
m 

Aι五分権 L，ざら l乙ご的フラ 7;_. "ンに予見入してく~ R問委主交住吉文句左前、久精製す己こ

ヒ t~"" ょうす正射徒同 K級料マ且'A~d与え。
〔実、鞍〕

，，8 

訊料と Lて英国血、 4輸入した俊，約 l年半校童L.R f，弘五喝ぃ R ，実験ra:会てユ~Cη岨

温主守て‘行なヲた。海域抽広 I"J:20 mJ 入り失栓吋 l拘/専孟2慎二軍!こえ洞を入~争意叉日午晶乙う域、

ど 31J)司なしく拡i-7レた1久'2.却を皐lピタ融す 2工 ιl二よヲてけなゥ 7ミ.試料川主主射

R~ 何事本町宮まウ z ルヲ 4 デ》ンチレ J シ品シ月わ〉ヂーで3['] たし九九の萩射能'J試料
~ :>培・ ー-t::' ，)'8 

を，7J能4久3Il J;永エ拡ef.しR4.t. Ac用、放射キ脅完了i二五した炊いその Aι色環'1尺(.， 1< o 手?と，Aeの勾

玉信 Z入試料叶丈島才能l苫タミ戦後車ち K蕩'Jえした。

日'Ro_の糾育政j帰京え1'-目下院 y ムもニウ A を加 えfH五伺う 1=調酔 L 0、IKTTA+O.‘111TBf-

1lCT:I'孟に炭急落来d..川え t憾とうする守氷河fl司馬手箱円ヴロ o ;丈 JレA で之回5え株し Tdんぴ

らv::.引 MTTA+叫門 TB P一開土品にj長峯港来て哨aえを縁日A.す。 フ¥，1' IC水 和 1'-1司慕識の

弘lト'1Ñll.Oけを川九ざい乙水ÆflのIÎ'~海域 ι等し~¥ 0， 1ト4丁 TA一 刊 ¥13 K潟5えを加えて我とうヲ

ヨa 水凋ちーたん pH3 Iこして?P '0 ;j;.ルムで、沈1耐久l 尋v.'前 ι同様な操作五繰り込して4暑

の礼衣宥城、相五ず'1(l) J耳職相と令する。

有機潤 1::.0，1 M H飢 0+を加えて振とうし， 時 ら れ わlく屈を 2回ヴロロが Jレ久て涜時、して

絹教ラジウム非夜:ftt ~。
ニ0】椅製ラジヴベJ事5主llz酢局長7 シモニわ Lへ主加え T ‘ 5第五伎のげを 51-:.i;融予 LUえ.玖l

M TTA↑ 0，1門 TBPー四塩iに炭素L事夜芝加えて干ふとうし ， h~柚;t;すし この有域羽 1-:::

0.0¥ M H Lt 04を柏九豆油分えする. 7K相を 1p ロホ}レム〈、三危儀 LR徒系似ポ!と前援な操作E

緯 7込す。偽られ Tこj可A名手習を pHs-の.)<.混乱て、お僻した伎， 0.01門 Hα04-で、 A巴E送柚&し焦ら

れた水稲を之回 7ロロ;t'， )レム心矧長して Aι 出トしーす-)蕗3たを需~ 0 

〔結果〕
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( TT A (::よる~の落棋柚広)

ぽ叫IHT T A -四塩化魚柔i会決lこよう pHの金箱域lこ扮て a ほと人ピ坤虫ずれ守口。

しか L !J、 pてら d喧叱友~咋に門 I 'B K，寸 B-P. 丁 op 0 .を加えると T アAとの求問劫

棄によラて若 L<.柚弘が"噌托する。 WJえl司、0.1M T T A -門 I13K存えす玩 1<1'0.1MTT A十

D‘|門 TB 1'-11D塩に友芽、弗丸を}司ぃ 3 ヒ，ぽl~ tHワl乙おい 1Iまはいえ号円 1"-袖fl;.~れる。 J肩
掛斜咋のば，;0.1 門町最長lごよヲてえ手易 1::: 止ま也弘才れ~ . 

(託、港tt抽去、)

A!'"I<fO，1 M T T A -切産化炭柔湯来~:: J ') 1'1'1 6で約900

/，.j白血ざれ古刀Y¥ 手ち lニ刊をよ

q" ても抽 it\手 l苫あす~ ):旨久 L~-l 、. このU1l:l'~北京~動わζ 門\'B K ‘ T ち P ‘ TOfO. 

を知えると TTAとの次回初来{ξ J '}若 L く坤ゑ〆増大i~ 。例え li ， 0.1門TTA+O.IM

113 1'一回 "'&Aに良ゑ事乳を)到 t、 3 と Aう叫H 斗 lニ妙て l訂正定量的 I~柑ぬごれふ宥成和咋の
A":l才0.1Mの 敵ιょう来易 l二逆抽th_-;"れ b。

("'~JぅU卜のラジウムの 1司 4主体I亡よ 3垂日字)
長期間保為し 7f九海和字 Kt許h、ら/丈じ i;~( 3. 64 rJ..) ){'並立きするが・とれ¥Jラジら tヘ

タ槌tt_lI i、らく祇遣すれ日消失すふも L市J其持している端々KIJ'.と OV¥，_，t)、 ']I;Lじ、えも

( '3. n写d.)が.斉.~相 K 抽ぬi'r.t\.乙のラ仁〉の考長女'L戎伺ボ)1 7 子シ今'^'の 7 ラ 7 ショ L

に3民入して〈る。本実房長l亡紗1もJ:._~".Ì丞ぺ T三操作のうちラジう ιヘを~?:>.Q、じめヴ\:7 0午、ル

ヘて‘うえ戒しでら K最終判 L二得ウ.n."f:::-Y ?テニり tヘトしーサー来3丸五ヲ PY7庁、ル久てるお燥す

3操作五布留をする川、な 7の萱のγ主主制主Jト，快物がi'']ナユウムのつ弓 7 乙ヨ今 K 見 S~ ，
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2A8 

日本原子力事業
率東芝中研

(目的〕

xe-136の製造 その 2

0長尾博之本大井 昇率周辺勇美

我々は前回 1)照射済硝酸ウラエルの融解κ よる xe-135の製造についての基礎実験K関して述べたが、

今回はそれを基として、実際κTTR-1原子炉を用いて、 1回κっき、約 2-3  mCiの xe-135を製造

した。またその他K、 Xe放出の機構iZどκついても検討を行なったので、それらの結果Kついて述べる。

念:j;~ Xe -135は、医学κ品、いて、診断用に使用される。

〔実験方法〕

TTR原子炉の 100KW運転時κ、At製水密パイプ(長さ 7.75m、径 6C711)を炉心盛K近ずけ(との点で熱

中性子束は 2X 1011 n/ct.4/sec )、その中K、At容器VC :j;~さめた 8.8. 製コンテナー中 κ、硝酸ウラエル、 8 

水塩の 1U'を入れ(現在は天然ウラン)、 4時間照射した(図 1) 0 8.日.コンテナーκは、 8.8.パイプ(10 

闘 o)が 2本つけてあ b、それを通してヘリウムガスを流せるよう κなっている。照射后、 10-15時間た

ったのち、炉外からスライダツクκょb、 8.8.コンテナーK巻きつけてあるリボンヒーターに通電して、硝酸ウ

ラニル、 8水塩(M.P. 60.2 Oc )を融解し、次K冷却固化させる。放出した xeは、 Heガスを 2-3分流す

とと Kよb、炉外Kて論集，した。捕集用トラップとしては、活性炭を用いた。

〔実験結果)

(1) 1回の操作で、 xe-136を約 2- 3 m Ci摘集した。との量は計算値とほぼ一致する。加熱前の He

ガススイープK よって、金量の約 1/5を捕集した。との部分は、硝酸クラニル結晶から鉱散放出したも

のらし〈、加熱して放出する部分と殆んど問ーの組成であった。採取時の xe-135の純度は>98~ 、

Xe-133 + 135の純度は>99.9 '!Jで、 Krがよび回以外の核分裂生成物のピークは認められまかった。

幽 2VC原子炉違転中お・よび照射終了後四時間たって採取した核分裂生成ガスのスベクトルを示す。

(2) 硝酸ウラエル結晶からの xeの放出は、結晶の融解会よび結晶氷を失なう過程で行7xわれるととが解

った。その他反跳K よって硝酸ウラzル表面から放出されるものがある。
一一一一一一一。ー一一一一一一一。ー一一一一一一一

1) 才 3 園理工学 VC:j;~ける同位元索研究発表会
.('250 

支柱
放 108凡 150

I照射后 15時間で分離

ガス入口
射 A E照射中に分離

ガ1 出口

熱電対
能

ヒーター
(山ーI¥ 
任

、~1 J ¥ 単位;KeV 

アノレ宅容器 意

1テンレス 単 10

照射容器 位

50 100 150 20 。チヤYネル

図1. 水密パイァ'VCよる試料の照射 図 2. 緩分裂生成ガスの r線スペクトル
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2 A 10 ヴヲふトリウムによるト1)t1" J[型局、子か々 1也脅孟JL中の中性子操恥評{面

金z足太・彊 oi?及土二五イき 北 3調、畠ノ孝ー阿部正男

〔目的1):原」子炉内の中性十段束の今布、とくに凌中性手段禾の変イ乙を如ゐことはi丞中性子

に Jゐ R1の製進、放射イ乙今析の感度:/i員三、局、手炉の特性左折るために玄君主-(ゐJ.， .この

ため'7，4l，J'S， 31p， "'N;. ，持F込書争点〈必叫んld.1JAd;，もよ[._ 7利用六l!tc¥，‘ゐ点、、下誌のように吋 Jζ J:lr 

Z担 nもまた..1主中惟手来評価 tご l司、.1 Q r 、も l二イ怠エネ 11.-英一中性子いよリ事IJTJ主主務 b)司時

lこ主主氏、六 !}l/串ロ来れあふ。これら各校植の 3主査に有対ば測定 1: J t. 、t~ト離宏之検討し、そ 2ι

主応射し主放λ 君主房、子炉(卜リ刀1 型'Hr1じ貫孟孔内の中性子、娘束の次ト"f1の評価主、美験 lA • 

体工字，1.-千中性子，.>8U (判， γ 〕訓U 一一→'''Np(T~~.2.HbJ); '''Th (11，γ〕之町一←ー→."'''P..(いヮ.od)
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Hろ ~r ウラニ刀、らの Np お J グ U の仏学分離 lJ ;.だのごと〈行う。 (.HND3Iこ溶解、 Np-.l.l'T(出)J-ト
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スヘウト!レも弘一:133の t'j!Jμ:r， J/()~r のと。 -7 の ~JJ< 量恵三智で、他のず放射停による妨害 lま (j i:んど・ rJぃ.

炉 I~貫主主干し内のふ ]i i弘 1: お劫 rJ 中性子縁束的見対的 rt~らあ 11 ふたあì 1" rヰられゐんからかゐ

こ 乙点、でヌ b， IムCム4ギパ.(伺用-祭F伶仲干わI~ .t叫る βi/.f1'吊 y討4毅投佐ぬ的み');況叫み(y-ゲ

R.;.必句物州)=MJfe-uy作吋紛られ1，，J，_-61伽率.Q)，へ。似川り

い(D..吋品世);λ.. (::'/1定2建棺の正義夜主主説)

こ円値より馬身t安Z了時の刷定殺婚の工桑変数(AJ去二定式よリ施!草した(糊1=.r.峨鰍番えま 71-超脱)。

(ん f蟻交様式・1;...る宇埼玉)iQパ祭イ可効率)

A"" (dpmjmg)= ， IL_' ， ~.. ~ 少吻)=-::;・ム伶 &ι(/-e-λ勾， iι{織の刷え補正、はな"J a".~/)/jy (照射糊!"

te..:(o織的所-.1，吋h耐号炉pc，'e11ゲ0i九:(02へ呼'bOt吋宙積比)

これよリ 7打f仰m)ド~J戸片ρ伝向E司…J
土主二のえで O(E)(中性子工芋JL/件 Eの fl~x) ， o'(io.) (微少J!frriJ搾)ノ /仏 fァホγド口説L t1 (アーゲ，，，./-)亥樟 "，j伝子長)。

このアより ア=(f! ~ωdE = (j:::佐川正 T=iJ'4r_f-i(EJdE ~仰向 1Jゐ制 J ，)、
Jd -~ 

(t.(平均餅面精)迂正 lJ: a---.ff ()寄託軍隊iirtれが_f.i. ?， zh ) l;r."中十主与線来が評価しうる e

U 昔ウヨ ム Lドこつ弐夜弘E存内文献等 J リト、 小""川叫叩t吋，， =2.'Th.(白芦九 zμz仰宇ρ告rr: FんιM削〈何…"札，2川=引1 ，日?宵明~
ヒ Lてヰ仇予れ戸茸計革すると、下酒 θι 丑f:;1ぱ;t Ä件r の草勅曲 lド~ t Iリ)示 FれJ.71佐直 ιr付Jゐ.

fJ ii下IKJに 1"J).-J..執行づ夫回転執斜湖月の必)kむ ，'1'， '"'た@この 4色Eトの手当怯を検討すゐ究め iこ

、27Af(甘，1"")切:1. (ア年 =2.]/明・)，子う4日付，a)'う1/..(刃包/s/") ， '>"，41 (押， μ-'Yf争(7忌 =μ"'101.) (= JりJ<'勿

た ~i ~の比重美 b 支;検するエ予史乙?めゐ.

fよお以上向支局長持来 J;t、すで(:須IJ'iE.ヌオt1とU Ya.品の鑓 11:か II.:Jで貫通礼内でかかリ却遣する

f印刷岬 A. にむ見、点、わらず、~~駄

が F04 iヘE |1pdffムJT| に枇レリ殺の1-1;):L工

有初公~鳴サ他手以土ニの

工キl凶ーをもっ4'1を手スベf

フトル l立施対的 L二易手リ

を{ι しτいがいニビをゑ

すようでふゐ，

(1) S.Flドが・1J，，"dbucl.Jer砂ポXLVt~O~ 
'Ulli' 

(/ヲ，6')
(.2)ηT.H，岬ゐ.R.B.以叫yf:z

M白1;::"Cro..S..f;....... sN，と]2s(l，/5i)

d fEU才'AHI-1102f'子守(1'166 ) 

rrP""" J. C. Ra." "，，，，，/ /.J，久wto明 白川

馬 AEι-/J'f/ {/"I6り-彼

=2q' 

10' ttf2 

信("/QlI..Je'C)

39 



試射化 1，向 3b為 ιωEは司[耐主体比制定代日 lま寸

前面持ノ測定条件町搾討

キ矢吹大月主 工J宇都

仲主婦丈rt~~'}.'f~言、楳~

2 A 11 

ム11¥ ll2l: BR "，0'1)咋?ム庁海*J 五井忠うす梓

目的; ず惜手紋射ィιづTii1r戎 lて よう， 1司1:il.')手比制定を為ご怒っ均タノモ仇成皮有 Fぴ守精

，吃主う煮えず， 11方 l語チ(主 lて断面手責/場IJ完全A千専) )'(つ日 τ採草ずし託。読料ItL 1.叱 ニネ表

種の内天et)¥: ，f1r払す也記J孝l1l-¥ち Sbお... tt 0瓦正 i笠んだωsb11: qえに比 Lτ 央鳴犠胤ザ大宇イJ

かっヰ~剥 jI"‘長、、ヒ凶う均時五持 7 マ(，1 令。

l害、報'L忍; 材料の2R射)， 1司"1<ザ/降手場， )τkUR の);E~鞠 i孟宥 N..3 (主i10川/仰t'seι) で

あっ手。材料~ lて lすI q-..ω0')3 )金属1tra..;品".03)令ゐ5bノ sbf'3I sb工事 I SbS3) 吐封幌市'<"

~ 1割u 求。断ifa符)'(つ'^-dl司N 方詐的 1'，1草す D，SiIIt肌司 c.l;t乏で誠科 Eつづルぼ‘もの ιノ以

北 t“説、料ちつつ事ナト、ち巧 k 邑比較し J 択モ島地(#.イタ撃について按封じ官。~射的問 l事 r
;zoタF司.c‘あっVco 慌針。佐み刺史 (1，車主製多空手a青J1j，trf措 い00dwn骨ιls) 11ισ l'メドの

トia.IW)締晶玉 lfl，，'て1'ftJフド.

持鼻持 ιω‘角新; ゑ↑ I~ il' Y "1 /..>. 10よゲアシチモシの材特位 t存証比 1，1，ず， I司11事，

(相，百)乏/む 1::ι? 押弘ヒ 71仇 kが予定点 Lvd丈射符J聖徳('TOtra ) 伺弘)ず'~必ず~ i5縁ス

ヘ， 7ト lレをお，.世&の 10仰とιν ヒ rz.弘珂 10タdんv k tJ) 百線'1.ペ。クト Iレグ1北信ピー I17'" 冷

却時間ヒ也告 1(':/高づi l.. 1. ¥'勾とヒか"小声、ち， 6ち祉の(!}~主比 I t.} 場IJ 卑した主主射tí't背7l五同 l】

tu足ポT‘ ~t. め}J ~ヒ声ができ市 e

伺仇開 1三Ai-比仁川ty.)= - I 
1+笠L且L

1tq 1-11 

_1kー_&~ の(/ーと-)¥ot)

叫 んーの (1ー乙「λ的
(:Z) 

よ口、、ノ%れば 7'a-a./( ..，パ l手r 何ぞれ原崎

~ M~I M" A事手者te 11.1) "n" ~丈tt1 t 断聞神~ il9 I りで1

3ヒわい 手伝宝執し fd丈射精根雑てあ句作品お品 ω

係仇/(つい℃ 札 そ 札 T‘以 f革新持?附の1t射税特定 k，

A;<， 曜争L色若手注入。1 NI ずl.わず。得和， e!i射時fo4~ 
tで表わ r，

表1. 方、‘ソヴムお11=ばアYナ壬シの検特他

ヒ粍1王tt;

t柔
究モポ l~持延 育期{(~i!fIの(核例1全君)滅主1t.ß.~寸'1 平予長期

主宰õ~)長(f.1ð') jきな比I(v.rtfo) 

す地裁君主 間lOI'-! t ~H;主!tf(科) 主南tf車安、駿1乱

伝
日伝 l‘+土 0，5 物品瓦 2l.Iす 1，04 tMO Go，5 ι0.0土 2:~

明白孔 ヲit-:t呼1 軍'q-.. 14:a ~ ... O$H)DO) I ¥.05'(5) 3~S 4札。士 l.'l

ι守主 1，'> ロZSb 2.75' B o，t;も (6ι) ザT.'I.S 写吉土ミE
sb l233b ~5 土 ιE l円b _0.'2.日 。目ω((DO)パ‘的〔恒 42;7雪 4甘主主。
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(I?>式 1;:害事れち Az/A.E *仇事芦王女 t ~てノ神科干 fl明日市方法('Cつ H て権討し氏。

棺 ~1才巳 L "t 11ノ仇/;:ついて札似品芝府い今・ 待"-J;-ぅ社公ずれ屯 F維のっちノ駒 /(evノ

IOG"o k.ινφ エ朱ル寸“ーの};:，-J忌問題 kす今， 社Aψμ の拡射官主守管是正 A主判事 EばXtb明 K

7 九 '<. ， K'o4いc/xι/1i陶 = C. Ctj 是数) (げ問ヨ列] 

~ ，..， ~ J t I{ I材質的 lτ 長めろ~化 1" ~た '10ム I ~ j丈射手れ市百維のエ朱 bレギ，1 の 1~ I 

/0仰 /(ιV のもの f牛誌の解村i亡府.1 うi/l'? ょの 1~ 1f.汐 W のI:" -JI宮 IÐ切除υ I}j t' -Jヒ

乱官 ~-71τ なヰ・ このうた~ ¥:::?-7の綜1(lt射青色7夜た此 l手，決示;で1ヰ元 5tl孔η，

X-l = A"(内+A〆附o ~) 

(3)， (斗)託手り， 1(1内為~ v:、九時n1tタ判定量で芋る・こ町結果 E旬、、で AzlA.互主め勾 Z

ヒずで、君、. たた"し壌を 11 {l布百線のタム主辛(れ。仲良ょが門的)万円判明 L"[ "ヴ 11t/t.IJ‘、 rf

止と r.生五型

A. - r..何 AI岬

S r~ν\ ， 
(守)

O~晶丸々グト lレの名!t CO-7 の l到禰ょう放射能棺tl 五市め古楊/f，埼の組椅司ヒ~1i Iにて

(，ovι1¥ 予戎長舟

干シ子』ルレ2批Z衣r“lげTι7ιP 吃のカウ Lト紘b仇也，a向琵 Etフて i閣萄手視責 SE本封事才法でtちゐ e 托食‘叫1川

し~
J 

7免t:I川手ヒ[;， -7 ;. ~五手十ヤ シ 7子(.，ルレ華敬丈~~表之わす o

s = 1'-s 

? =ふ+会u+ZM
E5l h+b4〉〈 2帆+1)

ー
- '2.. 

Ai E}乱令ヒ・ -7内閣荷が 5京、め布場11，f(/.o Kevのす維の放射能猪11...il'大であ屯なめ J そ

のほ戸 7 のすモ K 目的 ~ 1匂 I維1:"-グず官接 Lノ私守):0-7 1<1対紙型 lてr<fS tJ ~ 1 ， 

(国3.疹~J.) そこで'd線元々 7ト11"ず対#f型!._tんが Lτ 言t1f.し vcLoμ/ / ]，者 l'l f. ~ At ~ 
キめた場'11ノ k仲 /A't.&冷却碕 帥1
Nllく11L"( 10 aヅトす九 t均

の他l手書、 rJ) 11" 5っしこれごを

E岨?(Al ，'¥示す。 三
この SうtJ"ト対抗型の 3昆宅「

言。 so .. 
、司悼

¥二割
二主

lI> 

ヒター 7の副手音色ヒ ηJj涜ヒし

1;えのよう tJ方法 E権討した。
tt Eem 抑制胆 h 明酔句。 t闘 再 1・ u 抑制別品~. ~和同

~寄Y 時間吊.... 冷却附F司州.

1楓到 3 円 よう I~之司特ド対称号也ι仇 tγアr 回2乙. )怜寺茸却F煎R矧品

7のO)19.糸恥i以大刀ウレト峨数わ乏 b.叫 Al C.vell ¥-1¥ I~ 川崎 防材川伸

イ氏 1 手ルギ-~財何万ウ L 卜敬~ aJ.， t '-'， 札チl' }'発ル t旬。 ilfuj:.子 Lレず戸侵11のぜ μ う在宅

臥ゲ ιbi色 EぴillLチ 4γ 弁 Lレセ仇と内場JVI)'l.く帆'c [， 1 J 向く blJl1.l7i 'c ~ J 向頻SI'd ~R iヘ-

で'表めず臥弘
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S=-P-B  
'"々健

や =b. + r.(U + Z hム
B 一(tl.m+b"，，)(<Yけ析。- Z 

t:.， -7の放射能稀走 "Si広島古代 1"3， "19“βE最大 lτ ずち仰の fi!基本がち. 1 tlめ3ノ

記ト日+lT寸州 在最大 lて司令 'nL!l! i直邑本め旬。これ l利下l到に1."11， I司3円九 b'(司

Eうlて1:0 -クのすそにま h 屯ιのずすよく ) hm '" ，f. 7 /-1-J1線三 t島 ιもの 1<相当す令.そ司乞

ぎの崩手責 ~5相叫 t す布~ J 品古エ子 Lレギ，_府内直u賞11β細切に比例 Lk 1;ff. ~ rl匂. /It Eとの

う0;ゑ?長め τLbVι11法句伺 e'Iつ['(， A斜。IAt を J冷却時間 l~ 対 L て 7・口ヅト 1 カ t 世""/ ~ 
婦協l帥島 lてlif." t実剃4!~大 k ・乙批'é @j 2 (_s) 1， 3，す。 こ円台 L去で， 1/' ')ウ A の 1片品~ ij三

めち也ノ精?を j;l"5%以内で革め 5れ食・ t<-r.: (.， I /;担/t活者 (1

I 1; rf 11. ft ~ I~ 匁 =1 ノ骨tl"' S- tl !:"の楊官 lず，4>;，五 11血同 L

1'- くい。

害た，剥色崎聞の角 i孝弘l-"1.. 11ノ弁者fJI奇問'"つ同て 4f1!

つ長。 J可あち 7令室fll奇問'<.L 1) G瓦9揚ノ『辺'"6011の F司王

t存こヒ f哲'!LιJ sb 0)楊-t-I官庁fÎ-J.V8司門司 lo ~ ~と

ヒr>tl干しい乙ヒが列附 L fc. 

前自殺d!J.H事1<つ "1.民 ιAままで被覆 L Iをも町 I'Cゥ H て

の枝樟 1;: ~ ~差 E 穣討 L lC -P"'} cJ耗で棟、寵 l r，s"主司ヒ応

[.， -1..苑千 m 要~ jt'l格抗られ女，ご胤について 11，ぱ為攻、離す"

一 J&選管命 ι包って捜討す古 T史τ.Iiち.
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2 A 12 233U (nth' f)を線東コントローノレした 232Th(n
th

， r) '33Thー__233U反応

原 研 石森富太郎，0上野 馨，星 三千男

P '33_ P 'Th( n ， r ) '33Th→ Pa→233U反 応 を 利 用 し . トリウム F ーゲツトを熱中性子で照射して 233U 

を調製する場合，雷l反応 '33U(n， f)は r線放射体である核分裂生成物を生じ，以後の化学操

作を困難にするので，なるへ<，抑制したいものである。

極めて大きな中性子線東で極めて短時間照射して，事実上 233U が生成される以前に照射

を終る方法が考えられるが，現在原研にある原子炉には適用できない。

つぎに，相当長 期 の 照 射 を 考 え 233U の生成は線束に比例し ，'33U( n，f)はその 2乗に比例

することに着目すると，や L 低回の流束を用いた場合 233U の生成は線東に比例して減少

するが，放射性核分裂生成物の生成はその 2 乗 に 比 例 し て 減 少 す る こ と が 利 用 で き る 。

計算結果

232
Th

，233U近辺の核種の核的性質あるいは崩壊関係

などを簡単に示せ ば ， 次 の よ う に な る 。

ここで 232
Thの中性子照射時聞を 233

Thおよび 233Paの

半減期を無視しうるほど.長いものにすれば 233U

および，その核分 裂 生 成 物 の 反 応 様 式 を 更 に簡単に

23'Th(n，r)一一一 '33U(n，f)F.P 

( n ， r )234 U 

と表現できる。

以上の関係から，七時間照射後に生成する 233U の

量は
dN .. 
-一二二=Noo世000-N21骨d21-NZ1 AZ1 一ー一一① となる 0
dt 

放射性核分裂生成物の量は

且N旬百

一一一::..:=2 N"φ均一 ÀF•P・ NF•P
dt 

ーーー② となる。

①@の微分方 程式を常法に従って解くと

N91=~ 世 tJ OO r噌 ιー(世<1"+ A 21 )も，. _..-.._.._-_.. (吉〕"一一一一一一ーーー '・-e 1 一一ー ω 
φ<1" + A21

、，

匝司

'3' Th 

匹ヨ

--f戸11日

(n， r) 

rr '.. 27.0 d 

¥庄司

3pa_一一一一ー_，.z34pa

p-¥ 22.4 m 

、~

'33 一一一一___..___，.， 234 Th --'Th 

2Noo φ2<100<1F r1 1. .-A F •Pt \ 1 r.- (A 21+Ø <121)七 A F•PP. = --"". ""~ " {土 (l_e- AF•pt ) ー 〔e -e ・七 ) }  ー一一一
A"十</><1" 'À F•P ' À F •P -À 21 ー￠ σ21

となる。

中性子束を 10"n四戸田♂照射時聞が 700 日のような条件を考慮すると，世<121= 5.78 X 10-l2 

田♂ ， A21 = 1.38 x 10-13 田♂ で，核分裂生成物全体の半減期を 200 日と仮定すると

ÀF •P = 4.0 2 x 10-8 臨戸となり，これと比較して(世 <121 十 A21 )は無視でき，また(ゆ<121 十A21 ) t 
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= 3.5 x 10-4
で 1 よ り 非 常 に 小 さ い 。

この二つの効果をもとにして，①①式を書き改めると

N21 = Noo世σ00七 一一一一①

N onφ2 (]nn duo n 

N F•P = 山; 山山七 一一一一一一⑥ が 得られる。
^F.P 

@， @ 式 より当然に

N 21 1 A F.P ロ ー
ー一一一一=一一一-x一一一一一=ーーーー 一一一一 げ }

NF.P.φ"F ゆ)

が導かれる。

これらの計算よ り 前 に 述 べ た 結 論 が 得 ら れる。

表 1 232 Th 1 kgから生成する 233日， F.P. の量

副社d生子束 10' n L'm-2配c-1
10

10 10" 

233
U 1. 2 7 x 10-4 g 1.27xI0-3

呂 1.27x 10-2g 
200日

F.P. 9.3 1 x 1 0 -3 m Oi 9.31 x 10-1 mOi 9.31x10' mOi 

233
U 2.54x 10-4 g 2.54"x10-3g 2.54 x 10-2 g 

400日
1.86 x 10' mOi F.P. 1. 8 6 x 1 0 -2 m Cぅ 1.86 x 10' mOi 

233
U 4.4 5 x 10-4 g 4.4 5 x 1 0-' g 4.45x 10-'g 

700日
3.26 x 10' mOi F.P. 3.26x10-2m口1 3.26x10'mO~ 

表 2 計算式の記号および数値

N 00 : 232 Thの原子数 (]oo 232 T h の 中 性 子 放 射 化 断 面 積 7.33b 

N 01 : 233 Thの原子数

Nll : 233 Paの 原 子 数

h

u

u

 

kυ

、。。

。，u
n

t

v
h
υ
w
h
u
 

積面

積

断
面

収

断

吸

裂

子
分

性

核

中
の

の

U

U

 

F

2

 

6

6

 

N 21 : 233 U の原子数 A21 : 233 U の崩壊定数

NF・p.:核分裂生成物の原子数 ÀF•P• :核分裂生成物の崩壊定数
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2 A 13 53 Mnのキ性手方文尉化

東大物 11生研
中)11英毅
堀江絹子

。今対峯雄
本田雅建

53怖く tis.~ 2・10
6yr ) 1;1電1-端接によって崩壊に豹 5 K.eV の X-'((}..Yを枚虫するので

議彰アルゴンがスフロー比例事十数世主用い て測定されている.最近 53陥く n，γ戸川n なる

及たを利用すもことによリ. この，B'J;ミ怠度を増大するす法が設案された CH .11illo.r'd， '65 )。

本研究て lま欽質イン石 OdeSSd 止リ抽出した 53tv!nを遁華客の三，.5去で・ ;~'l ~主 L ，標準ì: L T~. 

Odessa 13: 104 年 11 ど前に地表 l二洛下し T:.と考えられ 5ヰMnの妨害は得、い。壊率の門n 首長イじ物

(担体を加え r:.eの Mn304- ) 24rng を測定し、言十数効キ 4.Q% で 4‘E士 0.4dpmS3Mn を

得た。原専かで 53陥を放射イじする際に l立、 i車中 J)生手による ~'t1 ，， (n ， 2n) 県内 J 外花( n，p) 

併門n め妨害及たがあるのでロ怖の抽出に 1;1 feの除去に留意し た。抽出精製ぽ、 Mn 担体

くと主るべく'ケ量)を加えたあと、 ηi責次 エ ー子 3レによる九時除去， 11会イオン交換、硫化鋼

、 7)<.磁化鉄の英沈によるスカベシジングy によって行い、最後 1:'ア〉モニア・アル力'}'1主1;、

MnS ~沈殿させこれ 4土地いて陥304 l::. L f:.. !l.~.射 f主義が化学処理を行い下e を今離 ~~'I 51.し、

Fe による妨害友た ι 寺ふを~めに同時に科門>1，í!')定に~害となる不先物く p ，工r ，;，c宰〉を

除れに.蔭オオン交換、水面差 11:.鉄の宅島北によるスカベン三よン，"、場イオシ女喚も行って

i4-Mn モ精裂し f::.. ィι竿収'f11 EDTA ;高是去に Jつ f:..除問n のう~ll 定 Id:通常の三「う去によリ

をのガ::.-マ繰スペ 7 ト 3しを~めて行った。原手がは立教大年原手;ザと束通村ゴRR 2をF担l¥

各堤につ~\ 1. ~3Mn からの "'-Mn 生 E変量在来め r:.• 向時 1::' ~5門 n I s+F，色 からの~門n t 

;11'1史するため附， Fe の比較誤料を湾、射し、上言もの作考持製を 1:-って'i4-州約三:_i')定色行ヲ fら

結果包帯更に示す。

震予 tP 宗主野五 軒下込 ζn，p)"削n

53 M，，( n，d") 54-Mn 

言F門n(n ，2.ni"!河内 比毒事 54M" dpm/dpml3 σn・司(8

丞キ"~苓によリ生滅官事 ~+Mn dpm/rng ~ ~叶1 '1
' 山市容1中}生1

立大原石膏

(回転試料柵)
0.5 8QOO 430士20 20 320土守O 140 

JRR 2. 

館 学 識 孔(d 20 44.0 35'士立 13 

0.1'、 20 320 28土1 12 

JR'R 2. 

全直実駿写し
13 120 14士| g 300士 30 130 

JRR2. 
3 35 5.5士0.5 6 

RI トレイン

f 同時¥:lW針。 (1)と(.2)1;): }j言手か中で互に 4酬に垂直方向)離れtいた.
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標準読料 l: t祥量して各尽め場令の白陥量モ 富 十 草 し た 。 会 HM阿生坂量から、5"+Fe.，野山よ')

寄|生した5"+門" を差引き、核反応ー菌TIW袴を求めた。 それぞれ TY~ (S4附)=314cL;

T九(S3Mn)= 2. 106y 色f支用した。勢中性寺東 Id 5官民く n，i) S9Fe.く σ=1‘oB) 又 1;1:

5q Coくn，lf) 60Co (ひ冨 37B) なる反lむを用いて モの生 E有量ずら崇めた。 53MnC n， 0) ，+ I'1nの

反庇断面積は 10%程蔑の誤差をふくむ告のと考えられゐ。立犬原研と JRR2 で 1111-致

した値を得 Tとが、後者の方が主主中性手に占る ~I 生 54.怖が少なかフたので、信頼蔑の畠 11

dotaヒ 思わ れる.上記標準試料につ 1¥ 1:、立大原研の士号令、 53怖く n，n ;b'らの5"+Mhに対し

応門川く n，2n) によるちのが5"f喜多く生じたが、 ゴRR2 (})士号令は O.2 1普でめった。ー方下色

からの寄与はどちらの土器令古ほとんど・問題 と な ら 々 ぃ 。

天然の 53Mn色放射化苛る F祭に l司、 どうして e5~Mn の付磁をまぬがれな 1 ¥ • モこでなるべ.

くま中性予の少¥¥原手J:J'色、又同じ罪、二子か了も主主中性二子の少い位置を選ぶ・ほうが.11】。

同じ JRR2 で eR 1 トレイン It安直実駿孔に主ヒベ、 fluxl:t 5.政少するが途中位+1;1それ1IZょ

にゐ、ちる. したが勺て島I1生5"4M川が少く、ロトイ"の救出に Jワ通 tnといえる。

叉煮にあるように、同じ実駿手Lで t、イ立墨が‘奏。ると途中性二子の千l山 が 非 常 に 逸 っ て く

るの で 3主走.す る 必 要 が あ る 。 ( 熱 中 性 手 来 に 1;);、 はっきリした遣いが読められむがった.) 

したが勺てトイし日の比較試粁，"J.同位置に置くこヒが!l>:，零でめし

精度よいイ直を 3定める iこ，;r、泊、 Ijリ厳密 rJ条件で行う，~iI号があト特によE放射能的高い、

J 11標準試粁を得 る こ と か ‘ 望 量 L". 
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2 A 14 (札p 之九〉反内 lこよ 3 核実十宝イ本主成上ヒ

うを北大.J~ 塩II)}孝信ノ八木益芳/O鍛冶ヲド毎

久我々は今立放射化法主用 ωて14門eY中性子 l己主芯〈川之n)，にYt，p)，くYI..-， <x) 

京誌の励起陶教宅*めてと由主検令核模型左用 L占℃検杭 uてきた。

く札ノ:2n)戻1起をとフあげ Tこ場合?放出中性子町工ネ}ドヤー，角介ス予を調べ‘ 3亭l立一二討

対与れて l喜 II ~ v\'~iU W精度の更地ず 5 大変図書監でもあ j 問題もあ~.

モ伽で放射t1l$主でも帥匙 l司教主主めて~品 E検討の吋象 lζU てき k わけで、万 3 がI 寸1

にぺt:;争原ヒ U て(Y¥/zn)友甘でによって生臨す 3挟要性体生市比モ権杭レ稜令挟量程が

bl;1tす 3 私℃‘うがを~察レ k 。
検討の対象乙レ Tこ(Y\ノ之 n) 反1その結果すI~ 枝安 t主体yt ld炊の)Aリで方 a.

lI4m Sc (2.斗斗J..)ヲ斗時 Scぐ3.'¥ 6 {-し); 7S""Gre(同胤〉ラ 75%G-e ( ~2 YYl) 

8Cjm Zy-(斗.斗 m)ラ 8'laZでくア守孔〉 ; 1斗ヨ刊Sm( ~ Y"Y1 ) ， 1斗 3<J-5Yn( q YYl ) 

2. 安験怯:中性引高記レ-c.1在京芝 NT一之 0型中l生子需生装置主用門主陽子申m主主

ネ lレギ一変化(p; 0 'v  Z 00  Ke V ) ヒ試料既射性産主主陽子ピtーム方的 1，対レて斗 5て

q 0。事ょが 1'350 ヒ支イヒさせ3事1ζ よって 13..5ドleVがら r4-. '¥?刊eVの中性子 t司尋た.

1翌年tEitiヰは，%-Q約 1~ト舟i%i妊産吻 l責 τSc に l到して Id Scる 03 ， ~e に 1羽 ν 1: I~単佑ノ Zγ

に陶 uて lまZγci斗) $"'1ζl割U て 1苫 Smz03宅笠ん 1え

中性子モ=タリシグ l;tや性子按出体ヒ U てアヲスチ vクシツナレーターを用 υ照射中の

中 l生子線束密度をて..~ ~時 y -t 1;::す3様 lこレ tco

j k材料~射位置で、の中|生子線来宏度町測史 1立恒呼応l!.H寸く30-5ì-)札閃〉の場令 l苫 63ιは

くれ， 2'() )62C仏(9.ク3今)) ;r rc長時間照射 (30分以上ミの場令 IJ1 q Fiくh 之n)'宮11

く 112 今〉によ y 試耕ヒ用跨 1ζ~.射 U て志、こ怠フた。

叫怖の放射能の 1Mlzffxγ町本件型 No...I(Tt)y '/チレイーをT 門 C.2S

6 R介液it1ト祈晋 lこ接続 Uて示と 3 つ Tこ 0

~ t::.放射能の絶対測定 Id:上記シシチレ -qーのモれぞ恥のヱネ lレぞーに示 IY~計敬和李

在京めf その蘭慌曲議友利用して友こ 3った。

3. 結果:以上めように U て体 5れ f::::耐長期教もメト 1図す 5ラヤ斗団 1ζ 示し f;:.

吾 氏こ ONらの結果に対 U て核化学的Z察主加乞 tc.

l引 に い て・町小川崎 1州市で幻 J叩仰い，.，;t，.t_Iこ肘

"3 te ! z'万吉 p
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2 A 15 ライナック帝'1動X線の特性r(0，η)RI生d弘、上の向題

当畿、大寺、研存主主妨骨 0三木良太本近藤嘉存? 東俊雄料

i まえがき

わふわれは‘同期1章表~4-同期以降の中主元案および主元来につき‘ (o，Y1) &tミーによ
万て生起きれる RIの殺稽kぞれらの生長量 半裁期 E主主主ネ 1レギーなピ?の4生噴左吉岡ベ'
b と k を目的~ Lて、電手ライナッ 7によリ経生ミアせ1三喜】ヱネ 1νギ.ーや陪力×持左問、‘ % 

稽の照射実験左行って、、 b。ぞの結果，や|事力×線の特性が‘(古川 RIの生坂号1::: t.. 1ず L

}ず'*視できな、、 l;t~'の景}J-V主主性らすと k がや!日H し 1三。

電子ヲイナ‘'J7のコンパ‘ーターによる牛1動×線主肝‘て(0， Yl) R 1の主主訟を行ト=当

って I~ 電与ピーム・工ネ lレギ一向キ}l::11生 ビームを コンパ‘ーター物質的空与各号 L翌

一ざ，や|前×線の企緑号 先ふ宏友の1!:'向介存苦言気料の形正弘コンパータ -1:::対する鞍何苧

的位置な￥}ヱ対する 方底力ぐ!劣零乍ご}::lj 1、うまで‘主 /cf“ 重 1:::とれう以外 1:::主制部×線の

エネ 1レギー・ス~?トν め主E向依存、l生が‘ (o，Yl) RIのJ主試 l二方、なリの影響左主主 bの

でl";rな H かk推定ャれb安耳金持果がえ忘れ1三ので・ 婁っ 1三友点、しき、、ェネ』レギー値主主っ

Av..， A3-' Cu， IYI - 1'11のみl立('6，'6)反応、による一一向 4稽の箔左問、唱で照射:HT・¥

刷事'fJX線の工ネ}レギー特性の全市1依存性について主町左哉み7三。干の結果 1こついて報告す

ー2. 安噴きi3まおよ7}'結呆

丈阪府主放射線中央荷台耐の Ib MeV 電与ライナック(出掛 Volta~e EYI~ì Y1巴e Y'ìn~
Corporation， U， S. A. )を使用し色。 ライナックのピーム・ヱネ lレギーは¥b MeV，エネ

ルギーキ定性I;¥: j: 1.5 %，平均ビーム電元 30μA，ビ‘ームる 1対9I cmキで・‘運転 l，水冷

コンパーターには 0.52判明雪の Av..箔左 ま1=電+D~4Ì(閉フイ 1レターに暗 I C'¥'VI号のAl
主反主問、、 1三。

なお初期の照射事ミ験の結果，ビーム偏向用電地るの致、官雄東によって 2 運転前のビ‘ーム

今エツク時 k運転日守 kで・， ピームめ中ぽ"，'日守口よリ支もする傾向 JJ" 認め s~1三めで，現在
では。ホキコンパ‘ーターの室前に 3cm空の Al現 lニ I0 判明やめ与し主あ、1'1三ビーム・

モユ Y ー左冶リっす、モニタ一正式I\t-~常5主催左できふ 7三. '1少く，かっ lま1ぎ-AI::舟っこ

Ie: ):: Jコマ J ピームの中阿佐宣め保持l::~室長見正行フで H る 照射日寺町;1il.王芋正芳 l図 1三示す

α.制動×線的却対的F金友のを向令存の5則定.

71< )令コンパ、ーターの後きにお，)'るや|もX持の相対的声友めを向今存特性左ポめる目的子，

4 I {固め AIAte (5 '¥'>¥"""や 50μき)を蒋勺め位置lこむけて 前卓町長件の下 1::: 1日寺向照

射し tJ支I <'o，Y¥)Nか=よる Av.一 Iq 6昔専攻射能左合同計数管で芳成し7三。諸改吠

料の一言号ft1=よb補正正行っ τボめセキ.'r島×禄の相対3主A( Av.のしきい工ネ 1ν ギ-~査以

49 



上)の主向%存を ~2 ， 3図に示す コンパ、ーターに i息‘、注とうでは， r-ム1:直角な方

向の強友の哉、少が‘念5敦であるが コシパ‘ーターからの距音量がえきくなるにつれτjピ・ーム

に亙角なす向の強友の減少 lまゆ bやか kなっ τ、; とのようセ見友のを向介不特l全力、 s
，t:'y I C"rl'lや悲友のピ、ームをの場令，査を ICWl以下の試料なう li~ I 苦 lず一劫右側ナが't~~.守
できると k が.日円らが kなった

b. モニタ -~å 町 1主用.

われわれは訣料左照射する際12. をで Irv3'Y11判めポリエ十レン椋司一時1::S叩wm今町

3しをあ寸た割淵ホ 3レダーに試料左つめ主役 3しめ雷]温からスコッ今・マジックーメンテ‘.イ

ン7・・，テープ(No. 宮 I0 )で押え，言有料の位置 1=会せ TS'lI1刊φ'SO Jλきのん括主I't
'Jつサ， と~対象号毛ユタ- ~ Lで照射を行って、¥~ [..か Lモニタ-Av. 詩的詩尊放射

能強友で基苧化しでも (o，Yl)RIめ生坂官が時に告、なリ司変動を生ずると〉左経験し

7三。 との事支から， (~，礼) R 1の絶汁生色;雪左ボめるに当ヲて， J革に念RR射綿雪‘また

は特定の話線量モニターを使用する1="') Z" Iま 1世ず L 主十介 ~I立、、主台、、の p・ 1まないず k

の境向 Eもつに至った。文献による k，一般に喜7ヱネ，レギー和rfiヵ×線の工ネ 1レギー・スヘ。

ク~ lV li. lj}: J._ど堂向依存+生が・な H 泣すkて、、るが 守主剰によるデータ 1古あまリ夜表ャ

れていな、、。をとでとの主左苑めるため 以下の実験-;t行ヲj三.

C. サンドイツ十完による制動×線のヱネ 1レギー特性めを向依存性

~工ネ 1レギー，-，t線量寺町やl言力X械の工ネ 1レ千一時性主主持精細】=剥免するこ t¥i:技術

的に怠巷で石川ので¥特¥'生 1::つHτ 町腕患のkロ識をうる一つめ抑止k しτ、事った反応し

きい工ネ'I/~ーイ直左もっ Au ， A~ ， Cu， Inの完を， 互関t1こ主 b寄与主避、主るために電4ト線

加工 Lたポリエ十レン・ら-~をイ?し τ 壱~{トせ 1主サンドイツナZ主主つ〈リ 稗々のを向

住宣に萌己し('I時向照射針?った.

会位置の寄れぞれの諸町誇尊按射能(Au -I守6:ヰ;-Ai!R S.6 d) Ex 35'4 I<Eiγ， 

A';l一 106 :半舟制念 6d， Ed S I 3 KeV‘ Cu-64 :半;P\J~ 12.811， Er{Es"') 

引 oKeV， IY1-1 15"n'l :半裁期 4.5 h， Eo 335 KeV)を， 3"φx 3" Na r'.クリ
スタ νlc.R C L -5 I 2 ch. 1> H A 1::ょっ (7則定し 1 各 Lト、工ネ lレギ一倍以上の光与の

キB対的措友めを向依存性左ギめ1=0 "1の一例左芳 1:長に示す と~らが則え結果 k 文紙記
哉、の光放 E島断面埼デ-.J から荘支し 1三骨l壱ヵ X線の工ネ 1レギー特性め~向依存性についで

事長官すふ。 1 1 2 3 4 

/ 日二ム・モ=ター

。。
札
附

味

刊
T

，

汁

判

村町一
y

"..-ー，、ーー、 2. Av.TJふ9-

3. Al吸件欠キ長

4 試料

す i 図
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2 A16 くp，凡〉及た‘附『面積

F瓦丈主宣 吉沢 j柔和 o渇島児三， τム付失

庄一主 ( p，九〉瓦声、…ぺ J をの閣エネベ一川 /OHe.V程変の腕エネ

1レギーの捧圃ぬずノモの反応断あ靖を剥え Lた荷克ぽ設が多".モ〈て/今まざ口刻定工

*-た励起度]殺1-1:I 投今株主主Rをイええす 3統計検め牧草反り作よフ Zすな !J'E主く説明 t九九

をれよ y 志川勝是~:r...ネ tレギーの々負域z" l-tノ (f，九〉及会附iID積 r;t，ィ色の争件 F放出友次

(-;. [f:::例士，ft.z_2・5欽 1=魂タす 3.:1長官・巧 3 乙z..)勺ポノ根/含君主堵鵠号子毛す J片どあ 3. L"、

/.... -オノ入軒件予の」皇危ぷ、場久す喜作つが1."z星学宇品手呈ヲ」毎.t-;f:・久圭〈芯 3ヒ表之う仇 3勺

之、 I くp，九〉及Jむ酌@積rlモtA.誰1)、主<7j:.$必ずみ s.5と五 3定俗的議会館iLrt'LI;J::"手7わ
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2 A 17 主喝予反応、の励起l対孜

京大工}Ò~， 臥五 Odb FI~丸散命，税減材、三dfl荷村自民三藤容証￡

1. EI旦さきに音在らは、ペド 4 反応の励起関数の実験値を、ストリツピング過程と

複合事実過重呈の両方を考慮した解析法によっ て説明することに成功した。この研究では、そ

の解析法の有効 性をさらに検証する目的で、原子番号がかなり異った三つのターグツト該

について放射化法によって励起関数を測定した。

ふ ターグツ ト核の選択 j純 C巳+d 反応と同様に、解析に当って手がかりになる反応、す

なわち、 【 d ， P )、 【d ， n )および【 d ， 2 n )の各反応の断面積が放射化法によっ

て確実に測定できること L 、なるべく原子番号が広い範簡に亙っていることのこつの基準

で F ーグツト該をえらんだ。その結果、 2h，Zzrおよび笠Teの三つの後について励起関

数を測定した。

品 生成放射性後 策工表にそれぞれの目的 反応によって生成する放射性老更をその半減期

とともに示してある。

第 l 表 生成放射性事実

工涜返 ( d ， P ) 【d ， n ) 【 d ， 2 n 】 【d ， 3 n ) 【 d ， r:X..】

70 tト巴 7/6e ( 1 1 d ) 'lIAs(65h)  切 As【 4 7 m ) 1
68 G<ι( 6 8 m ) 

'f6Zド '7Zド( 1 7 h ) q1 Nh【7 2 m ) 16 Nb C 2 3 h ) 9Si'Jb【3 5 d ) 

I30Te 刷 Te(上52~ ) 13/1【 8.3 d ) 130工( 1 2 h ) 

弘 ターグツト 第 2 表にターグツト物質に関連した事項をまとめて示してある。それぞ

れの タ ー グ ツ ト箔を、エネノレギー減衰用のアノレ宅ニウム箔とス F ツクにして照射した。

第 2 表 F ーグツト物質

核種 俊布輔在也富島僻(%桝)の 化 学 形 調 製 法 厚き f吟d
'IOG-e 9 2， 6 6-e仏 エーテル懸濁淡からアルミ箔上に沈降 3 ~ 5 

~6 Zr 5 7，4 ZトC之 メタノール懸濁 液 か ら ア ノ レ ミ 活 上 に 沈 降 ~ 3 

印 Te. 9 9，5 TeO且 アセトン懸濁液中で電気泳動法でアルミ箔上に電着 ~ 3 

.s. 照射 京 都大学化学研究厨原子後研究施 設 の サ イ ク ロ ト ロ ン ( 1 0 5 c m )の， R 工

コース'で照射 した。重陽子の公称エヰノレギ ー は 1 4 、 4 M e V である。サイクロトロン

エネルギーの日々の変動を知るために、/O?A} C d ， 2 n )川 Cdをモエ F 一反応として用い

た。 A喜箔のスタックを照射日どとに照射し、その励起関数の急勾配部分のエネルギー値の

変化量から、重 l揚子の初期エネノレギー値に 補正を加えた。又重傷子イオンを捕集する 7 7 

ラデイ・カップについては、捕集電流に対す る 二 次 電 子 の 影 挙 が 無 視 で き る 条 件 を 定 め た 。
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6. 生 成放射能の測定 第工表に示した各生成放射也援の各 F ーグツト箔中での生成放射

能 は 、 第 3 表に示すように、それぞれに特有な放射滅と方法とを用いて測定した。

第 3 表 生成 放射能の測定法

目的接 測定した放射線【使用した Na工の大き) 計数効率の決定法

刑 G己 X 線 C 4 4 皿m.X3mm} 選書変率既知の親核種引Asから

の生成放射能を測定

'11 As 消滅 5 1 0 K e V τ 線 ( 7， 6 c 皿 X 7.6 c m ) 泊 NR標準試料と比較

70 As 
r51  0 Ee VF線 ( 向上 同上

、03Mevo線( 向上 )定立体角測定

686-a. 消 滅 51oKevO'線( 向上 }担N乱標準試科と比較

守?Zr 7 5 0 K e V 0'線+ 明Nbの 665Kevo線 定立体角測定

( 7. 6 c 皿 X7.6cm}

?'7Nb 665Kevo線 向上 ) 向上

~6 Nb ~800Kev の 3 本の了線(同上 } 同上

9Sf'lh 760Kevo線 ( 向上 】 同上

吊ITe 1'11工に接変させて測定

β1工 364KeVD線 C 4.4 c 皿 X5.1cm) 戸-0 I司時計数法

130工 i E e v r線 ( 向上 〉 、.2>'N.ι標準試料と比較

660Kevif線【 向上 } 13'1 Cs標準試料と比較

壌変率を決定する時に用いた主要データーは、主として{Ilucleι←Da..tぇ Sheets に記さ

いされているものを採用した。

7. 化学分離 第 3表の測定を行うにあたって、共存放射能の防害を除く必要のある場合

には、第 4 表 に示した方法で化学分離を行って測定用試料を調整した。

8". 実験結果 第 1 ~ 3 図 に 、 三 つ の タ ーグツ卜核に対する各反応の断面績の実験値を、

それぞれの記号を用い、励起因司数の主主で示した。

第 4表 化学分 離 法 の 概 要

分 離 対 象 ターグツトの緩解 分 離 法

守札-6-e -As 過臣主化 :J - d'・熔届虫 Dowex 1 X 8; Haの濃度を変えて As、仕己、 6えの順

に浴出、 Asと丘巴は侃化物、長ιは F ンエン峻で沈澱

Zr-Nb KHSO斗熔融 Dowe.x 1 X 8j 叶戸+け aでみを、 Nトl今a+ HFで

Nbを浴出、それぞれクツベロ Y で 沈 殿

Te -工 王水に草子解 SQλ とヒドロキシールアミンで Teを金属に還元、主ヨ別
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吉宮工図 ?o仔己+J反応の 第 2 図 'I6Zト+J.反応の 第 3 図i30Te+ d.反応の

励起関数 励起関数 励起調数

R 励起調数の 計 算 値 三 つ の F ーグツト唾 更について、音在らの方法で計算した結果を第

エ~ 3 図中に実線で示した。これらの計算には、 ロー μ fm.， J = 2.2 j九丸=九=/、0

のパラメ-:9ーの組合せを採用した。これらのパラメ-:9ーの値は、胸(主+d..反応に対し

て、実験値に最も近い 1直を与えたものである 。た Y状 厳 密 度 式 中 の パ ラ メ ー タ 一 、 a . に は

3M己y'【恥仇の時は 5Meず〕の 1直を用いである。

/Q 結果の考察 96z.rと伽Teについては、 I似 Cιの場合と同じ程度に、計算値は実験値に良

く一 致し てい る。ただ、クーロン障壁エネノレ ギ ー 以 下 の 重 陽 子 エ ネ ル ギ ー に 対 し て は 、 中

佳子 Ttl.出反応の 街 函 ほ の 計 算 1直が実験値を上娼る傾向が見られる。これは、計算における

クーロン障壁の 透 過 確 率 の 取 り 扱 い が 不 充 分なことを示しているのであろう。 ?O(i-e.につい

ては、それぞれの 反 応 の 励 起 関 数 の 型 車 は 、 計算値のそれにかなり一致しているが、絶対値

において大きな不一致が見られる。すなわち中性子放出反応では計算値は実験値をよ細っ

ているのに反して 、 l揚子放出反応では逆に下姐っている。このことは 70(-_た 後 で は 、 中 性 子

の数が比収的少い こ と L 関係している可能性もある。又 CA放出反応では実験値は励起関数

のピーク附近でー 桁 注 く 小 さ い 。 / 似 仏 も 含 めて、これまで四つの桜について得た結果を、

パラメ-:9ーを改良することによって、より良く、かつ統一的に説明できるかどうかを、

ひき つ Y き検討している。
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2 A 18 探知，n)ぽ及びf?41(t似花)11:の励怠曲続く

政久曜 福島1a百三，0厳;丈史苧ァ久J~ 三百万帯

!;!じめ 1こ

1'，..141(0(.， n)ぽ且 txrf(c{， l.， η )  r:の励起曲線を測定 L、後令核 i昆主主の統計論 1:主る

骨革新!1fフ f三。 ニの結果ヒ昨年の放射化学討論会で必ゑした同(p ，凡)Nd'且ポ

伊く p，zn)N!の解杵結果巳主令也長ヒ車交検討し r<:.。

この実般の主学な目的 Iよ、励走塁曲線からの a.( 状、結審~g_ 1ザラメーアー)ヒ A (首長数)

η 聞係主調べ盈ことでt あ吾。 すかわぢ、すで・ l乞 Ito&We8ner(/9So){三よ

ヲて:ru向ぎれた二とであるが、救幸久々 7 ト/レ実駿や中性手失唱の爽駿からオぐめられ吾氏

円低 l正l王41与の久きさを示 L、原子核司 7 :I: Iレミ気体模型からの子相とよくー放す吾のい

及 L 、励圭nlJ宇系円解tすから卒、ま右I:t{よ A{:よ写す"l;t.:; -定で.1Lつ小ざいヒいうニ t在、ニ

れまで 1勺しかデ r ターのない A~ / 1{. 0 でt詳1べてみることて"わる。

g_、入車f粍幸ヒし'1.rAノ F主用いる二じいよリ励起d首長泉市、ら求、まる a..lこ向蓬動量叩影響が、

あらわれるがと、ろか主調べるニヒカ目的の r つである。

実歌

f? (夫 r，~: ~手 J主 <1 I 0 0 メ)のターゲ、ゾト l立手毛皮 '1 '1 . '1 ~~の仇 0" の絢友を電気氷動 l二友

リアセトン帯渇}夜中ずら Aι7:rイ lレ」ニ 1:: :z， へ Z . 5 7/13-1 u情えの j事併でl 電着す吃る亡 Eによリ

作製 Lた。 示、シパ‘ード l三 1広、裁那 FFサイワロトロレ玄周ぃ、ス夕、ソグ法 l二よリ

δ o . ぇ ~/S ， o f1 eV のぱ粧寺エネ jレギーヲ能回て"活力起也 f泉主測定 L た。

r::-! r:の相対現IJj芝l主、ばの荷壊に ιもなフて 3.f--のウスケ d ド γ棟方¥"~矢射ぎれる二乙在家l

周 ト $ "X 5" /'I(l r結晶主用いての 'f1t ;!."打トリーの F線ス/で 7 トルの解祈己、ぽIJ~~Nl'朗

ていの Nr1X ~泉の測定主組合也苔ニヒ lこ友リ行ヮた@ 絶対測定 l主、 a'?t家主主き泉漁 (IAEA)

lこ主リ/仇工結晶の効祭主決めること l工主リ行フた a 長、化学 4宇都の Jぜ穿はなかフたが、

}た:.，J告 iニ鵠マ巧グショ/の分離を行ヮてぢぃ 7三。

結采 z考量F、

えは J;紘手数~l:乙私手放lt:.、 z 主立手放 d工ヒ 3 粒手放良一-ーのま主宰主文弘の 4ト俊階間の競

争に毎丈高、な重である。 そ二で‘図 t，図え 1:: 、核瓦た前面積主 6ιLて6似判/6("，~)瓦 7J\'

6(月日)I 6'CI¥1O)の更、職位己主望論言十草信 t 7・ロ、ソトした。 イe.L. 、理論計草 l二l主;欠の;/;(策定f{式、

を}司いた。

W(E)=C(E-o戸Xe%f [zJa.C E-.i)] 
ほし.W Iよ枚、健程度 J a. Iま状~骨fE. j主.ifラメーテー，.E :~励起工芹 lレヤーー. J I主防手、中

十生手数の偶~位 1:: よるif-~定化エネ Jレギー， C I主定数である。
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ff1 1よリ、入射救手 h'"0(中場合 I~ 、 1~ .;; a. " 6 M e Vイとなる。 書]工事 lレキ"ー告?タで、失

・駿4孟~ j::愛諭i孟ヒの r 致が寄るくな b件、困 Z して、(CI. ，η 〕の;!待遇耗の寄与、不枕物等

叩妻子与があるかも L れないか“、そもモも二のを震:t~、で‘ l ま(cJ.. ，ゐ17.)ヒく〆， 3η 〉の競争

が‘主乏なので a.1主的岬/5(0/，切の理論也事ミ j販の比較孟リ，-j(め晶べきである方、ろ、このす札 lま

a. f ;f.、めるのには重幸でB ない。

図工 1:入射私手が・ P叩場令室斤、L.f-。 く p， λ 冗 Jの Qイ直が‘幸置場されていなずったの

で‘こ~' s. i' l'ヲイ犬、ドピ d ム在所いたニの及点、の励起曲線実鞍より;}ぐめた・

しかし、約工:Z_0 口時巴 νの平雄支きが、残、フ 1ミ。 し却、 L 、函えから l立、 Q -1直のニのが雄

ir さにもかッわらず、 lま ';'ct=S~6H 巴 v-J となることがわかる。

とこうてい、 A::，_ / 0 0 町戸ーゲヴト I~ っし!て、二れまて?反告すれた励怒曲線からのえの

値 1.:1:. !) ~ 6パeVイて‘ある。

〉ゾ、よ古、う A ~ I Ij.. 0 でも、入射お手0( J Pの場令 E 壱 先 ] 三 の ぺ た 励 起 曲 線 か ら の 孔 の 異

常 J悼がみられ告三と Y わかる。

ヒニろで‘在 ll)Iまわれわれ t..fl司じ、 A特域、、.のターケ柄、ソトぽ(を t ) ， c1:C 0十)主巧"' (. 

L:r十d.. J cZ+ Tの校 合4まが周じて・ある 1X._Jiミ系 につい τ励柊曲線室副えし、統計諭 l乞も E つ“

き高専科した e モの緯糸、じま十ぱ古、 ιl弐a.= 1 門巴 V~ ~ aナ F 申、ら lまえ =IIMeVイず;)<.‘ま

った。 これほ I織の机による失3古制ヒれれ 塾 経 日 競 争 以 、 れ る ニ ヒ に 主 ? 、

励匙曲線。、らの 4しの異常性主庁、去す吉二ヒ Dずで?吾という守 r 0 1r eγ の之設定支持する

毛の E殺令されてい五 a ヒいうのは、 l笠十0(1こよヲてて"" る 殺 合 核 I;l_a?2十 Pによる場合

よリもはるか I~ 久ぎな角差動量を毛ぢ、 Y 草案主主tb_ 1こ主る失 3苔 tJ'" よ~ t: ~な役割在来すヒ考
えられるゲらでめる

- i"われわれの実、殺では、キl{i'iまが突なリ 、p;'"(を+)十 dιf~'" 十 P の稼合核 1:' 刻 1守さ

れ色角運動の tl立、民 t'^)C~1'十 P の場令ほど久空くないこともある灯、たにみí: 孟う 1-::.

CAの莞 l;tみとめられない。 そこで、われわれの実駿官、ろ l;t、角薬勧をの影響が aにあう

われもニヒ炉、な ω ヒ結論でーき右。
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G.(Y，2吋 =IO.~ /'1eV ， b(o) = 0 の理論値;

~、吉泉，~ Q_ = 5パeν-1， Q (p，札)=!o.'f. NeV • 

b (0) = IO'の 理 論 値 ; 失 旬 1事(;((P. ;<."')五

万、す。 1~ l..、 b(0)/主 ;r.R.e干I'ove乃
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2 A 19 130ZU，p)1311l 反応の核嬰小生体断面手妻、昨の珂i免

?反大 z望 1伺 対 θ 似た

仁序論〕われわれがある核反応の機作を研究しようとする時、励起函数の測定のように、

その必反応に閥保するすべての角運動量の和としての現象をとらえようとする場合と、桜

美 1生 1草生成鋭[面積比の測定のように、個々の 角逗 動量 が変 化す る現 象を 知ろ うと する まう

な場 合 の 二 つ があって、このいづれの結果も同ーの機作で説明されなければならないもの

である.

複合後反応の核異性体生成断面積比についてはよ記の二つの結果の聞に矛循のない計算

を Rν~J制t.ßωムと J、fZ.. I-l，U 2.仇併が試み 、 可 成 り の 成 果 を あ げ て い る 。

所ーが、直接反応については、その核異性体生成断面積比についての定量的な説明がなさ

れていない。

ここでは、130Te (d， p )13ITe . 反 応 の 核 え 性 体生成断面積比を実験的にもとめ、その結果につ

い て直後反応の立 場 か ら 定 量 的 な 説 明 を 試 る。

〔 実験J.::ーグツ卜及び衝撃 天然組成の金属テノレルを硝酸で洛解し焼いてTe02.とし、ァ

セトン中にサスベン γ ョンしながら約 3 吟併のアノレミニウム箔ょに電気泳動法で約 5議
の扉さにつけた。積場は京大サイクロトロ'ン か ら の 初 期 エ ネ ル ギ ー ス 4.4 tもγ の豆陽子を

用いた。一回の衝撃には、τ仏付着箔 2 枚をエヰノレギー降下用のアルミニウム箔と組込ん

だス F ツクを用いた。いつれの凶も衝撃は約 1;ωAで約 2 0 分同であった。

分 離と測定 偏挙した F ーグツ卜は約 10日調放匿すれば、放射能は 13"1のガンマ紙となる。

従って衝議直後化学分間量して、テノレノレを単縦し約工 0 日開法 i遣すれば化学分雄時刻における

1ヲImre(I.?.J) と pr~Te(巧阿川の両者の娘の 131 1 の放射能が得られ。結挙終了後 131JTe (:zS 

川、)が滅びてしまって後化学分維したテ Jレル部分を約 10日後に制定すれば分離時における

111$ Te ( 1.2 d )の娘の 1311の放豹能が得られる。この二つの場合の結果を用いれば係美住体

生 成断面積比を得ることが出来る。

試科 2 C 5 時問後分国雄在〉

l 試科ドU一1 f山 tに…と

を♀回繰返す。

化学分離法

アノレミニウム箔についた TeC1c符量済)

約 50YtI~ TeOみ遺体(秤量済}

S rd...王水を加えて容解乾園

3NHctIOOm..，tで落解

試料を適当に 2 分、

試科 1 C返時分経】(ホットプレート上)

80...飽和水¥51>1ι 
15 ' 係 ヒ ド ラ ジ ン 塩 酸 液 10VI¥..t 
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分離時刻記録は 2 度目

の沈 澱発生時とする。

S 0.2飽和水 25'W¥..t 

黒色沈澱発生時を記爺

5戸過

，tに同じ‘

五戸過特グラスフイノレl' -

(液す--==C;1* J 
捨てる 放 射能測定

秤量

ザこのー@の沈星空操作でうえ素の除染係数は IO::t以上である。

判 定 は グ ラスフイノリーのまま併伽 x5 C/M. NQ.I (T..t)シンチレ- l'ーで 1"'1の36チ

KeVのピーク値で行い。化学分離収率は重量法で行った。得た主主異性体生成断面積比は第

l 図に 示す 。

〔計算〕 この発表の前に J重陽子反応の励起函数の研究"についての西らの報告がある

が 、 そ こ に お いて示されるまうに四五(d，r )13ITe反応は完全な申性子ストリツピング反応

としてその励起函欲の説明がなされている。この励起函数の計算にはポノレン近似を用いて

いる。従って今回 の 核 異 性 俸 生 成 祈 面 績 比 の計算もポノレン近似を用い、励起函数の計算と

矛備 の な い も のにする。

但しこの計算 に は Cd)p)反 応 の 散 乱 の 段階まではストリツピングとしてあっかうが、励

起 さ れ た 生 成後は夜合長と考えガンマー婦の放出は統計的な取り扱いができるとするいわ

ゆる "混合反応"として考える。

ポノレン近似で Cd 1 P )反応を論じた論文 は二三あるが、 A.t3，Bb土石L らによれば角度分

布は次の式でゐらわされる。

D 2. _.".，、'L -.2 

d61e) :::∞VlSi: x セ~12d~Lωけ l)rL~o~'2 T (kR)¥- (1) 
以，2'1"111<トーま同12

γ fn ，--" . ./ lドkR).1l¥i'!: ¥..1'-'''~ 

もd; 入射重傷子の運動量

-kl' ;散乱陽子の運動量

-k ; l'ーグツト援に備媛された中性子の遥動量

R..;ターグツト 1伎の反応の半径

0<.，重陽子平均半径の逆欽

.R.Y1. i中性子が F ーグツトに持ち込 む軌道角窓動量

(1)式 を 散 也 陽子エネノレギ 4 、全散乱角について積分すれば

rCd-I+EI'¥ r1l:. .2- . _ ~. _ .1ノ、2
を炉デ戸=ω仰 ¥ -. .' -'. ( 七ιvμN什v

Je，白'd-l )0ぽ+叶l阿同K粍F古杓削|Aμ両 Yl' I Jlωb凶長 hllいnけé~咋担心L リ 可 J 
Edi入射重出湯量子エヰルギ一

EVl トタ ーグツト後と中佳子の結合エネ ノ レ ギ ー

工 i重傷子の結合エネノレギー

こ こ で は ω式を用いて問。Teld)p)'ヲ'Te.反応の具体的な計算を行った。その値を下に示
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1tl周
事z歯

スVンJ分キ

言1-:0.4-

舟
↑
却
普
友
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Xi理論値
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。、え
ム主主ヱ.2.. 11 .!主上t .J2_ 
Z2%ltZ  2 Z.Z..z 

TeI:J1の励えz状佳スピン

5' 10 15' 

Ed. (M.V) 

すと。 Ed..""6-， /0-， 1'I--MeV 1 民 =6.31 Me.v 
R = tGxρん 153cvvt=別 xlO-13cm守である。但し但} 式 ~.r.は
クーロンの影響を無視しであるが、ここでは励起函数の計算

におけると同じ方 法 で ク ー ロ Y 補 正 を し た 。 以 上 の 操 作 に よ

り得た計算結呆のうちE:tI= 14-Me.V の 時の 生成 援の 励起 状態 に

おけるスピン分布を第 2 図 に 示 し 第 3 図には Ed't:Erと ス ピ y

分布の関係を示した。

次に励起状態にめる生成核のガンマー接変であるが次の条

iTfl7に一件を入れた。リエネノレギ一一度パラメィ-a.=b MeV-i 
礼 鳥包温~ 2)放出ガンマ一線は双極子育g0 3.)スピンを考慮したエネノレギ

l じ/.) -準位密度式 4)1州五(基)pmI島Te(吾)の生成比は両

--~....~ 者 の 平 均 の ス ピン2を境界とする。この計算結果は第工図に

'l.f， 3由

戸-

×印で示してある。

〔検討〕 一般に実験で求める核異性体生成 断 面 積 比 は そ れ ぞ れ の 崩 壊 図 式 の あ や し さ か

ら比にすれば更に 大 き な 誤 差 に な っ て し ま い系統的に絶対値がづれてしまうことがある。

今回は理論値との比畿のために 131reの二つの核異性体を娘の l宝11にして測定しているの

で前に述べたように系統的なづれはない。

第 l図に示すように実験値及び理論値は互に絶対値及び形とも可成り良い一致をしてい

ると判断される。このことより 130Te(d，l')円'Te反応に闘しては励起函数を説明する機作で

そ の 核 異 性 体 生成断面積比を説明することができる。

向 実 験 誤 差 は今後の繰返レ実験をもって決定したい。
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